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フッサール・データベースについて

渦
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哲学の分野においても、ワープロ以上の働きでコンピューターを利用しよう

という動きはさまざまな形で起 こってきているが(1)、 コンピューターを使って

データベースを、とりわけテキスト・ データベースを作ろうという動きが出始

めて、早や十年になる(2)。 ぁちこちの学術雑誌・大学紀要類に散らばっていて見

通しがきかなくなっている論文を捜し出すための書誌的なデータベースもあ

る0が、わが国で主流を作ってきたのは、むしろ哲学者のテキストそのものを入

力し、機械可読テキストとして保存し、検索・文章解析等の処理を可能 とする

ためのテキスト・データベースであった(4、 この十年の間に、すでに、デカル ト、
ヘーゲル、シェリングなどのテキス ト・データベース(5)が蓄積を重ね、その現状

や問題点についての報告もなされて来ている。)。 この点では、現象学的哲学の研

究は遅れをとっていたが、フッサール・ データベース作成委員会によって構築

され、このたび公開されたフッサール・ データベースはその欠落の一端を埋め

ることになった(7)。 しかも、先行するデータベースよりも一層、いま最先端の電

子メディアとして注目を集めているインターネットに重心を置 くものとして、

フッサール・データベースはこのような動向を一歩進めたものと言えよう0。 そ

れは、今後のわが国におけるのみならず、国際的な現象学的哲学の研究に、基

礎的な作業において貢献するところが大きいであろう。以下、小論では、この

フッサール・ データベースについて、その構築に至った経緯と過程も含めて、

簡単に報告したい。

江

(1)こ の点については、「一太郎鎖国時代」を抜け出て、MS DOS(特に、grepや LHAと

辰
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いうツール)か ら、CD―ROMやパソコン通信に至る「哲学者」の体験談を綴った黒崎

政男『哲学者クロサキのMS―DOSは思考の道具だ』(ア スキー出版、1993年)か らは

多くを学んだ。ただ、富士通のワープロから出発して、NECのパソコン98をわずかに

いじった後、Macへ と進んだ筆者自身の体験はかなり異なる道を辿った。

(2)筆者がこういう動向について初めて知ったのは、佐々木周「テキスト0データベース

"RENE"の 公開と今後のデータベース構築について」(『理想』No.628、 1985年 9月号)

および、長瀬真理「哲学とコンピュータ ーテキスト・データベースの現状と展望―」

(『理想』No.630、 1985年 11月 号)に よってである。その頃発足した「哲学者のため

のデータベース研究会」およびその発展的解消である「テキスト・データベース研究会

(JACH)」の活動については、『東京大学大型計算機センターニュース』(Vol.17,No.

12;Vol.18,No.11;Vol.19,No.1;Vol.20,No.5;Vol.20,No.11;etc.)を 参

照。

(3)メ ルロ=ポ ンティ・サークルが作成したデータベースは同じ現象学的哲学の分野にお

いては先行したものであるが、これは和文研究文献についての書誌的な性格のもので

ある。

(4)こ れについては、昭和 62年度科学研究費研究成果報告書『人文科学におけるテキスト・

データベースの刑   (研究代表者加藤尚武)を参照。

(5)フ ッサール・データベースの作成にあたって、デカルト・データベースについては村上

勝三氏、ヘーグル・データベースについては加藤尚武氏、シェリング・データベースに

ついては高山守氏、ウィトゲンシュタイン・データベースについては奥雅博氏に、それ

ぞれいろいろとご教示いただいた。とりわけ高山氏から、いろいろと資料を送って頂い

た。これら先行するデータベースにおける経験の蓄積がなかったら、フッサール・デー

タベースの構築も不可能であっただろう。この場を借りて、感謝申し上げたい。

(6)藤澤賢一郎・清水明・鶴巻幸平「人文0社会科学のテキスト・データベースをめぐる諸

問題」(東京経済大学『人文自然科学諭集』No。 79、 1988年 7月 )を参照。

(7)筆者を代表として、ほかに谷徹 (城西大学)、 貫成人 (埼玉大学)、 榊原哲也 (立命館大

学)を共同研究者とするフッサール・データベース作成委員会は、平成 6年度科学研究

費研究成果公開促進費 (データベース)の援助を受けて、フッサール・データベースの

公開に至った。なお、データベース作成にあたっては、前記共同研究者のほか、東洋大

学関係の院生諸君、立命館大学関係の院生00B諸君、九州大学関係のOB諸君、静岡

大学の学生諸君には、入力・校正・編集のそれぞれの段階で作業に加わっていただいた。

また、インターネットの利用については、静岡大学情報処理センター東部分室の高田重

利氏からご指導いただいた。これらすべての方々に、この場を借りて、改めて感謝した

(8)最近は、インターネットに関する本や新聞・雑誌の記事をあちこちで見かける (筆者の

本棚にすら、いつの間にか数冊の本が積まれている)。 あの「変革のための総合誌」で

ある『情況』ですら、インターネットの特集 (1995年 4月号)を組んだほどであり、イ

ンターネットは哲学・思想の分野にまで大きな影響を与えつつある。同誌掲載の山田友
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幸「研究環境としてのインターネット 哲学の場合」も参照。

第 1節 フッサール・ データベースの構築に至る経緯 と構築の過程

フッサールに端を発する現象学的哲学の研究は、国際的には、黙 ●π勿%α

(『 フッサール全集』、1950年 より、現在 29巻、補巻 2巻)の刊行を初めとして、

物 ι%ο%′%ο:物  (『現象学叢書』、1958年 より、現在 128巻)の ほか、いくつ

かの研究誌

“

%αルθ滋魏 s″励%の Л物
“

πι%οJQ捧磁ι Fa雰滋%“彫η tte″

脇 蒻ら etc。 )において、多 くの研究が発表されてきている。この分野での日本

における研究は、『講座・現象学』 (弘文堂、1980年、全 4巻 )、 『現象学年報』

(日本現象学会編、1984年 より、現在 10巻 )、 『PhaenOmenologica』 シリーズ

(世界書院、1986年より、現在 16巻 )、 『現象学事典』 (弘文堂、1994年)等々

と、近年多 くの蓄積を重ねて来ており、また、日本人研究者の国際的な活躍も

目ざましく、前述のような海外の研究誌に論文が掲載されたり、日米現象学会

の成果くりが刊行されたり、 ドイツで新たに企画された研究叢書シリーズ②の編

集に加わる等、国際的にも高い水準で行われるようになっている。

このような状況のなかで、日本現象学会、日本現象学・社会科学会、現象学

解釈学研究会の会員を中心とする現象学研究者の間では、フッサールを初めと

する現象学的哲学者のテキス トをデータベース化する要求が高まってきた。な

かでも、フッサールについては、『フッサール全集』に収録されているものの多

くが生前未公刊の草稿であり、そのうちには、講義草稿のようにフッサール自

身によって或る程度秩序づけられたもののほかに、編者によってそれなりに秩

序づけられているとはいえ、本来はまったく断片的な作業草稿を集めたものも

あり、さらに加えて、この『フッサール全集』には人名索引はあるが語句索引

がないといった理由から、とりわけフッサールのテキストについてデータベー

ス化の必要性が痛切に感 じられてきた0。 ここに筆者を代表 としてフッサー

ル・データベース作成委員会の名のもとに集まった研究者は、将来的には『フッ

サール全集』全巻のテキスト・データベース化を目標にしつつも、とりあえず、
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現在刊行されているHusserliana 29巻 のうち、特にその必要を感じている五

つの巻について、入力、校正、編集を行うことにした0。 わたしたちは、共有す

る関心のありかから、初年度に取 り組むべき五つの巻として、まず、『フッサー

ル全集』の第 13～15巻、すなわち『間主観性の現象学』全二巻を選び、後に諸

般の事情から、第 11巻の『受動的綜合の分析』、および第 16巻の『物と空間』

の二巻をそれに加えることに決定した0。 幸い、わたしたちの計画は、平成 6年

度文部省科学研究費研究成果公開促進費 (データベース)の援助を得られるこ

とになった。

データベース構築が具体的にどのような過程において行われたかを、参考の

ために、以下簡単に記述しておくことにする。入力には、Macintoshのパソコ

ン上で、OCR(optical charakter reader=光学読み取 り)ソ フト0-IPage

Professionalを使った(6)。 このソフト上ではスキャナーを使った読み取 りだけ

でなく、 ドイツ語辞書とUser Dictionaryを 使って初歩的なスペル・チェック

も行った。初め、認識率は90～95%く らいであったが、Training Fileと User

DictiOnaryへ の蓄積が重ねられて行 くにしたがって、認識率は次第によくな

り、ほとんど100%に近いほどになった。次に、このソフトに保存されたテキス

トをワープロ・ソフト上に移植した。ワープロ・ソフトとしては、Word Perfect

を使った。ヽ この Word Perfectで プリント・アウトした原稿を使って、スペル・

チェックの作業が行われた。この作業は、プリント・アウト原稿をもとの『フッ

サール全集』版のテキストと照合する段階 (こ こでは、パソコンの操作は必要

ないが、テキストを読むドイツ語力を或る程度必要とする)と 、その照合結果

にしたがってパソコンを操作しフロッピーに保存されたファイルを校正する段

階 (こ こでは、逆に、パソコンの操作が必要であるが、 ドイツ語力は必ずしも

必要としない)と からなり、とりわけ前段階はもっとも眼が疲れ骨の折れる作

業で、わたしたちもここでは多 くの方々に協力していただいた。わたしたちは

まず、この Word Perfectの ファイルとして、『フッサール全集』版のドイツ語

のテキストそのままを完成させることを目指した(3)。

しかし、実際にこのテキスト・ データベース使って検索・文章解析を行うこ
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とを考えると、ワープロ・ ソフトのもつ単純な検索機能では物足りないことは

言うまでもない。そこで浮かんできたのは、やはり、前述の先行するデータベー

スでも使われている劉囲■S(Ver.2.59)と いう検索ソフト0であった。とこ

ろが、この劉囲■Sは、98の MS―DOSマシン上で動 くソフトである (現在で

は、DOS/V用のヴァージョンも開発されている)。 わたしたちとしては、Mac

マシンで読み取 りを行っていることもあり、Mac上で動 く同様なソフトがない

かと捜してみたが、いま一つわたしたちの要求にぴったり来るものがなく(10、

結局、いまの段階では、やはりTEXASを使うのが一番ということに落ち着い

た。そこで、わたしたちは、上記の ドイツ語版のテキス ト・ データベースを

TEXAS用 のテキストに加工して(11)、 MS―DOSテキストに落とし、TEXASに

乗せることにした。こうして第二のテキス トとして、MS―DOS tt TEXAS用 テ

キストのテキスト・ データベースが出来上がった。

しかし、これをそのまま公開することにも問題が生じてきた。わたしたちは、

前述の先行するデータベースでの経験を仄聞するところにしたがって、フッ

サールのテキスト・ データベースを公開することにも、わたしたちが底本とし

て使った『フッサール全集』の版権をもつオラングのネイホフ社 (MARTINUS
NIJHOFF、 現在は、KLIWER ACADEMIC PUBLISHERS)が 寛容に許可

を与えてくれるものとばかり思っていた。ところが、わたしたちの問い合わせ

に対して、遅れに遅れてやっと届いた返事は、「CD―ROM化する計画があるの

で、公開を許可することはできない」というものであった。そこで、わたした

ちは、テキスト・ データベースをそのまま生のかたちで公開することは断念し

て、その代わり、わたしたちが厳選した 400個の重要語句について TEXASを

使って実際に検索した結果を「フッサール・ データベース」として公開するこ

とにした。

先行するデニタベースがそうしていたように、TEXAS用 にカロエしたテキス

ト・データベースをそのまま公開し、検索ソフトTEXASも併せて提供すれば、

利用者は自分の関心に応じて、この TEXASの様々な機育旨を駆使して、検索・

文章解析をすることができることは確かである。その点、わたしたちが任意に
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選んだ語旬についてのみ検索した結果しか得られないことは、その利用価値を

半減させると思われるかも知れない。しかし、考えようによっては、わたした

ちのフッサール 0データベースには別のメリットがあるように思われる。つま

り、テキス ト0データベースと検索ソフトを得られることは、いろいろな機能

を自分で禾U用することができる。幼反面、その利用にあたっては 98マ シンとMS
―DOSに ついてのかなりの知識を必要としており、そのような知識をもってい

る人にしか利用できない (Macを使っている人には利用の道は閉ざされてい

る)と いう制約をもっている。その点、わたしたちのフッサール・ データベー

スは、そのような知識を必要とする作業はすでに済んでおり、(次のような条件

を満たす限り)その結果を容易に得ることができる。

わたしたちのフッサール・ データベースは、フロッピーによるデータ提供は

原貝」的には行わず、インターネットの利用を基本 としており、インターネット

を通じて必要な情報を直ちに得られ、また、新しいデータについての要望があ

れば、速やかに対応してデータを追加する用意がある(13)。 もちろん、インター

ネットを利用するのだから、インターネットに接続されたパソコンがあり、専

用のソフト(14)と 電子メールアドンスを持っている必要があることは確かであ

るが、それだけがあれば、98であろうとMacであろうとDOS/Vであろうと利

用は可台ヒである。しかも、MS―DOSと TEXASの難しいマニュアルを読みこな

さなくとも、簡単な操作ですぐに検索結果を得ることができる(15、 これは結構、

デメリットをメリットに換えることになるのではなかろうか。こういう次第で、

ここで公開されるフッサール・ データベースは、テキス ト・ データベースでは

なく、テキス ト0データベースを使って行われた検索結果のデータを集めたデー

タベースではあるが、利用しやすさにおいては優れていると言えよう。以下、

その内容をかいつまんで紹介することにしよう。0。

江

Blosser, Shimonisse, Embree, Kojima (eds.), lapanese and Western Phenomenologt,

Kluwer Academic Publistrers, 1993.

K. K. Cho, Y. Nitta, H. R. Sepp (hrsg.), Orbis Phnznomenologictrs, Verlag Karl
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Alber。 このシリーズ中、次の書が既刊。Gustav Go Spet,2ι 物
“
%滋 %%″ 物%

物 bι″%の 1993.Sernen L.Frank,肱 υ%ι筵″ク%α:icに 1995.

1992年 にシュトレーカー (Elisabeth Str6ker)編 集の 9巻本 (Eれ%%″ 彫ぷ〃

CM%ι tt Sθλtt Felix Meiner)が 出版され、その最終巻にRegisterが 付けら

れており、不充分なものとはいえ、これらの巻については、或る程度の検索作業が可能

となっている。しかし、このなかに収録されているのは生前出版されたものが中心で、

その意味ではフッサール自身によって或る程度体系づけられたものばかりである。と

ころが、カントの『純粋理性批判』やヘーゲルの『精神現象学』のように著者自身によっ

て体系づけられたものについては、読者も或る程度記憶に頼りながら捜すことも可能

であるが、生前未公刊の体系づけられていない断片的な草稿こそ、記憶による検索は困

難を究め、コンピューターを使った検索が威力を発揮するのである。したがって、むし

ろ、この9巻本に収録されなかったテキストこそ、テキスト・データベース化される'必

要が痛感されると言わねばならない。

現象学的哲学者 (と りわけフッサール)のテキストをデータベース化するという要求

は、年々高まっているにもかかわらず、これまで着手には至っていなかった。実を言え

ば、以前に「現象学研究のためのテキストデータベースと、それに基づく具体的研究の

実現」という大型プロジェクトが科学研究費の総合研究 (A)に 申請されたこともあっ

たが、採用されなかった。そこでフッサール0データベース作成委員会に集まった筆者

たちは、とりあえず小グループの組織で少しずつ作業を始め、将来的にはそうしたいく

つかの組織の成果が統合されていくことを考えていった方がよいと判断し、データ

ベース化の必要性を特に痛切に考えているフッサール研究者で、まずはフッサールの

テキスト・ データベースの作成に着手するという計画に踏み切った次第である。

作業が進行するなかで、メキシヨの或る研究者が、『フッサール全集』のテキストにつ

いて、目的は少し違うとはいえ、同じような作業をしていることが分かった。連絡をと

りあって、共同作業の可能性について現在模索中である。将来可能になるかもしれない

共同作業を見越して、重複した作業にならないように、メキシヨでは手をつけていない

テキストをわたしたちが着手することにした。そこで、わたしたちが重要と考え、前述

のシュトレーカー版にも収録されず、メキシヨでも手をつけられていないものとして

浮かんできたのが、第 11巻 と第 16巻であった。

大型コンピュータで走らせるKurzweil K5200と いうソフトがあることは伝え聞いて

いるが、ここでは個人の研究室 (あ るいは自宅)に据えられたパソコンでも作業が可能

な「パーソナルOCR」 を使いたかった。それは、こうした作業を身近なものとしてく

れるだろう。このこと、および以下の作業全般については、小澤照彦「ドイツ語・英語

のテキスト・データベースを作成」(三上吉彦ほか編著『電脳外国語大学』技術評論社、

1993年所収)、 霧生和夫「「FRANTEXT」 とフランス語 OCRソ フトでバルザック原典

のコンコーダンス作成」(同書所収)を参照。

ヮープロ・ ソフトとして何を使うかについては迷ったが、いろいろな理由からWord

Perfectを 選んだ。しかし、ここで詳しくは述べられないが、この選択には後に悔やむ
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ことも出てきた。

(8)わたしたちのとりあえずの目標は、以下に述べるTEXAS用のテキストを完成させる

ことに移っていったので、このドイツ語版の校正は、とりわけゲシュペルトによる強調

をどう処理するかについて手つかずで残しており、この点ではいまも未完成に止まっ

ている。これについては、今後の課題としたい。

(9)こ れは、弘前大学助教授の清水明氏によって開発されたフリー 0ソ フトウェアであり、

わたしたちのデータベースの説明書関係が収められたディレクトリー (doc)に 、参考

のためにそのマニュアル(texas.doc)が併せて公開されている。OCP(Oxford Concor‐

dance Programm)と いう高度な文章解析プログラムもあるが (長瀬真理・西村弘之共

著『コンピュータによる文章解析入門 ―OCPへの招待一』オーム社、1986年 を参照)、

わたしたちのような素人集団がパソコンを使ってできるような代物ではなさそうなの

で、敬して遠ざけることになった。

(10)ヘーグル研究会のメンバーによる『哲学フォーラム』も見せて頂いたが、わたしたちの

要求とは少しずれるので、いまの段階ではこれを採用するには至らなかった。また、最

近、ほかにもMac上で動く検索ソフト『ZET]開EX』 (未公開)が開発されているが、

まだ試用の段階で、これに乗り換えることができるかどうかは、検討中である。

(11)具体的には、ドイツ語特有の文字 (ウ ムラウト、エスツェット)を書き換え (TEXAS
のマニュアルでは、a→ a～,6→ o～ ,■ → u～,B→ ゞを指示しているが、わたしたち

は、a→ ae,o→ 0,■ → uQ 3→ ssを使用した)、 さらに、T]圏■S用の制御記号 (後

述)を付け加えた。

(12)TEXASの マニュアル (IIlanual.doc)を見て頂ければ分かるように、TEXASは わた

したちが今回利用した基本的な機能以外にも多くの高度な機能を持っている。

(13)前述のように、わたしたちのフッサール・データベースにとりあえず登録しているデー

タは、TEXASの初歩的な機能を使ったものに過ぎない。より高度な機能を使ったデー

タヘの要望があれば、申し込んで頂きたい。申し込みは、さしあたり浜渦まで(E―mail:

jttmaIIla@h“ミJ」zuoka.aco ip)。

(14)具体的には、姉 というプログラムを含むソフトが必要である。わたし自身は後の説明

に見られるように当初、98上でPC/TCPソ フトを動かしていたが、現在では、DOS/
Vマ シン上で走るWindows用 のTCP/1Pア プリケーション集であるChameleon

NFS/X、 Mac用 の
―

プラウザであるNetscape、 および Mac tt ftpで ある

Fetchを利用している。

(15)具体的には、後述する「マニュアル」を参照されたい。

(16)以下は、4月初め文部省に提出した「業績報告書」の「添付資料」に、若干手を加えた

ものである。
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第 2節 フッサール 0データベースの紹介

フッサール・データベースは、『フッサ早ル全集』 (〃猛s%腸%α)をテキスト

として作成されたテキスト・データベースを使って、特定の語旬について検索

を行った結果が収録されたデータベースである。検索結果はその語旬の出現箇

所を『フッサール全集』版の頁数と行数で表示している。したがって、このフッ

サール0データベースの利用は、『フッサール全集』の対応する巻が手元にある

ことを前提としている。

フッサール・ データベース作成委員会が作成中のフッサール 0データベース

は、日下、『フッサール全集』版の第 11巻、第 13～ 15巻、および第 16巻が完

成している。

底本に使ったテキストは次のものである。

肱 sιπ″%ら Eれ%π″I物∬夕″ (滋協π%タル 形 ″θf

Bd.X14%αりse%Z%″ か鰯力ι%勁協滋
“
た。Aus Vorlesungs― md Forschmgs‐

manuskripten(1918-1926),hrsgo von M.Fleischer,1966.〔『受動的綜合の

分析』〕

Bd.XⅡ I 」笏ι″・」%〃πο%θ%οれ夢′ ι力″ 物″鰯辱Cた″υ蹴_ Texte aus dem

Nachlass.Erster Teil:1905-1920,hrsgo von I.Kem,1973.〔 『間主観性の

現象学 I』〕

Bdo XIV動″R滋′%ο%ι%Ol辱e滅7″ 物″賀%けcた″υj滋滉Texte aus dem

Nachlass.Zweiter Teil:1921-1928,hrsg.von I.Kem,1973.〔『間主観性

の現象学Ⅱ』〕

Bd.XV珍 ″Л笏%ο%ι%ο′■ タルγ物″容%暉eλ″υグ滋洗Texte aus dem Nach¨

lass.Dritter Teil:1929-1935,hrsg.von I.Kem,1973.〔 『間主観性の現象

学Ⅲ』〕

Bd.XVI Dり %を %%″ R物 .Vorlesmgen 1907,hrsg.von Uo Claesges,1973.

〔『物と空間』〕
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以下、このフッサール・ データベースを紹介するための資料を下記の目次に

従って掲載するが、これらは同データベース中の説明書関係のファイルを集め

たdocと いうディンクトリーにも収められているものである (各表題の後の括

弧内に記されているのは、それぞれのファイル名である)。

目  次

1.フ ッサール・ データベース利用規程  …………… (‐les.doc)

2.フ ッサール 0データベース利用マニュアル … (manual.doc)

3.現在作成されているテキスト・ データベースの目次

"¨ “̈“̈ ""・ 。̈̈¨̈ """"“  (contents.doc)

4.テ キスト0データベースからの任意の抜粋 (各巻から任意の 1頁

分ずつ) ………………………………………… (sample.doc)

5。 検索に用いた語句 (400語)の リスト ……… (register.doc)

6.1巻分 (サ ンプルとして第 13巻の本文のみ)の検索結果のリスト

"""… "““"¨ …̈…""・・̈ ""¨ "…  (list.doc)

7.サンプル語句 (einfuelung*,」 oriZOnt中の2つ )の各巻における

検索結果  ………………………………………… (results.d∝)
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1.フ ッサール・ データベース利用規程

フッサール・ データベース作成委員会が作成中のフッサール・ データベース

は、日下、『フッサール全集』版の第 11巻、第 13～15巻、および第 16巻が完

成しておりますが、その利用につきましては、次の要領に従って下さい。

(i)当委員会では、フッサール・ データベース作成の第一段階として、上記

の『フッサール全集』各巻のテキスト・ データベースを作成しています

が、生のテキス トをそのまま公開することは、版権をもつオラングのネ

イホフ社 (MARTINUS NIJHOFF、 現在は、KLUWER ACADEMIC

PUBLISHERS)か ら許可を得られず、ここで公開できるのは、作成され

た上記テキスト・ データベースを使って、特定の語句について検索した

結果のデータ (出現箇所を『フッサール全集』版の頁数・行数で表示し

たもの)のみです。

(五 )検索は、検索ソフトTEXAS(弘前大学助教授清水明氏の開発したテキ

ス トデータベース作成・運用システム)に よって、行われています。参

考のため、TEXASの使用説明書(texas.doc)を併せて公開いたします。

(面)データは、静岡大学情報処理センターのユニックス・マシーン(ftp.ipch.

shizuoka.ac.jp)(IPア ドレスは、133.70.130.10)に 登録されています

ので、Internetを 利用してアクセスし、必要なデータを引き出すことがで

きます。

(市)anowmOusftpの サービスを利用していますので、アクセスするための

特別なユーザー登録は必要ありません。また、このサービスは無料で行っ

ています。

(v)そ の他の利用資格や利用制限は一切ありません。   「

(宙)ただ、唯一守って頂きたいこととして、データを引き出した際には、そ

の旨 (氏名、所属、連絡先、引き出したデータ)をかならず当委員会に

ご報告下さい (代表 静岡大学人文学部 浜渦辰二 E―mail:jsshama
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@hss.shizuoka.ac.jp、  Fax:054-238-1803、 Tel:054-238-4488)。

(前)登録されているもの以外に検索を希望する語句がありましたら、また、

検索結果についてより詳細な情報の希望がありましたら、当委員会まで

ご連絡下さい。早急にデータを追加いたします。

(価)フ ッサール・データベ∵スは、これまで校正を重ねデータに誤りのない

ように努めておりますが、ご禾U用の折り、なお誤りが発見されました際

には、上記作成委員会までご一報下さい。

2.フ ッサール・ データベース利用マニュアル

(i)手元のコンピューターが、ユニックス・ マシーン系の Internetに つな

がっているか、確認してください。

(五 )フ ァイル転送用プログラム ftp(■ le transfer protocol)を用意してくだ

さい (こ れは、LAN接続のためのPC/TCPシ ステムに入っているプロ

グラムです)。

(面)以下、DOSマシンでこのftpを利用する場合を例として説明します。{な

お、ここでは基本的なDOSマ シンでの説明を行うが、前述(前節注(14)

参照)の DOS/V tt Chameleonや Mac tt Fetchで は、マウスを使って

ずっと簡単な操作ができるようになっている。それらについては、以下

の説明に準じて容易に理解できるであろう。}          `
(市)こ のソフトを立ち上げたうえ、まず、

A:¥〉ftp ftp.ipcho shizoka.ac.jp↓ (↓ はリターン)

(ま たは、A:¥〉ftp 133.70。 130.10↓ )

と入れると、

Userid for logging in on news.ipcho shizuoka.ac.jp P

と利用者コードを聞いてくるので、

ftp↓

と入れると、次に、

Password for logging in as ftp on news.ipcho shizuokao ac.jp?
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とパスワードを聞いてくるので、

ここに、自分の電子メールアドンスを入れて (例 えば、浜渦の場合)、

jsshama@hss.shizuokao ac.jp↓ (回向には表示されません)

リターンして下さい。

すると、

ftp:news.ipcho shizuoka.ac.jp〉

というプロンプトが出ます。

これで、anonymous ftpの ディンクトリーに入っています。

(v)そ こで、

ftp〉 dir↓

と入れると、anowmous ftpに 登録されたディンクトリー名がすべて表

示され、そのなかにHUAと いうディンクトリーカ`あります。フッサー

ル・ データベースはこのHUAと いうディンクトリーに保存されていま

す。

ftp〉 cd HUA↓  (た だし、HUAは大文字であることに注意)

と入れると、フッサール 。データベースのディンクトリーに入ります。

(宙)そ こで、

ftp〉 dir↓

と入れると、このディンクトリーの内部が表示されますが、それは、更

に、説明書類関係が収められた doc、 および検索結果データが収められた

datと いう二つのサブディンクトリーに分かれています。利用にあたっ

ては、まず、docのなかのreadme.doc(フ ッサール・データベースにつ

いて)およびmles.doc ttU用 規程)をお読み下さい。

そのためには、

ftp〉 cd doc ↓

と入れると、.docと いう拡張子のついたドキュメント・ファイルが並ん

でいますので、

ftp〉 get readme.doc ↓
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と入れると、このフアイルを自分のコンピューターに取り込むことがで

きます。

ftp〉 quit ↓

でいったんftpか ら抜け出て、エディターなどを立ち上げて、このファイ

ルを読んでください。

ほかにも、docのなかには、manual.doc(利 用マニュアル)、 teXas.doc

(TEXASの使用説明書)、 register.doc(検 索に使った語句の一覧)な

どが収められており、上と同様にしてこれらのファイルも取り込むこと

ができます。

(前)他方、検索結果のデータを見るためには、さきほどの■p〉cd doc↓ の代

わりに、ftp〉 cd dat ↓

と入れて、datと いうサブディンクトリーのなかに入ります。

(あ るいは、docと いうサブディンクトリーにいた所から、ftp〉 cd.。 と入

れれば、一つ上の階層に戻りますし、もっと下層にいた所からは、ftp〉 cd/

と入れれば、HUAと いうルートディンクトリーまで戻ることができま

す。)

そこで、

ftp〉 dir↓

と入れれば分かるように、このなかは、それぞれhua ll、 hua 13、 hua

」4、 hu生15、 hut16と いう『フッサール全集』の巻ごとに分かれてい

ます。

そこで、例えば第 11巻 について見たいようであれば、

ftp〉 cd hua_11 ↓

と入れると、第 11巻のサブディンクトリーに入 ります。

(価)更に、ftp〉 dir↓ と入れれば分かるように、それぞれの巻のサブディンク

トリーのなかには、Contents.dat(その巻の目次)、 List.dat(検索語句

の出現回数のみのリス ト)、 a.dat～ zo dat(そ れぞれの出現箇所を頁数・

行数で表記した検索結果を検索語句の語頭アルファベットでグループに
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分けたもの。ただし、ここでは出現回数が同巻中に 5回以上の語のみを

取 り出した)、 Footnote.dat(脚 注についての検索結果全部)と いった

ファイルが収められています。

(破)こ こに並ぶファイルのなかから希望のファイルを選び (例 えば、 aが希

望の語句の語頭アルファベットの場合)、

ftp〉 get ao dat ↓

と入れると、そのファイルを自分のコンピューターに取 り込むことがで

きます。

(Bド ライプのフロッピーにデータを取り込みたい場合には、

ftp〉 get a.dat b:ao dat ↓

と入れると、Bド ライブのフロッピーにa.datと いうファイル名で取 り

込むことができます。)

(x)終了するには、

ftp〉 quit ↓

と入れてください。

3。 現在作成 されているテキス ト・ データベース (『 フッサール全集』

5巻分)の目次

{脚注についても検索できるよう、本文 (例えば、hua 13tと いうのは、第 13巻の本文を表す)

と脚注 (例えば、hua 13 aと いうのは、第 13巻の脚注を表す)は別のデータベースとして作

成している。なお、前述 (第 1節注(11)参照)の ように、ドイツ語特有の文字が置き換えられ

ていることに注意。}

***** COntents of hua llt ***( 1-437 〉

―――VORLESUNGEN― ――   .…   1
EINLEITUNG         .…   3
1.ABSCHNITT        .…   25
1.KAPITEL         .…   25
2.KAPITEL         .…   33
3.KAPITEL         ._  39
4.KAPITEL         .…   51

2.ABSCHNITT        .…   65
1.KAPITEL         .…   65
2.KAPITEL         .…   78
3.KAPITEL         .…  101

3.ABSCHNITT        .…  117
1.KAPITEL         .…  117
2.KAPITEL          .…  148

3.KAPITEL         .…  172
4.KAPITEL         .…  184

4.ABSCHNITT        .…  192
1.KAPITEL         .…  192
2.KAPITEL         .…  200
3.KAPITEL         .…  211

SCHLUSSBETRACHTUNG   .…  218
-――ERGAENZENDE TEXTE― ――  .…  223
A.ERSTE FASSUNG     .…  225
B.ABHANDLUNGEN    .…  291
WAHRNEHMUNG.…   …。 291
BEWUSSTSEIN.…      …. 304
STATISCHE.…      …。 336

C.BEILAGEN         .…  346
BEILAGE I           .…  346
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BEILAGE Ⅱ          .…  350
BEILAGE II         .…  354
BEILAGE IV         .…  357
BEILAGE V      .…  361
BEILAGE Ⅵ       .…  363
BEILAGE VⅡ        .…  364
BEILAGE VIII        .…  365
BEILAGE IX         .…  383
BEILAGE X          .…  384
BEILAGE XI         .…  385
BEILAGE XⅡ        .…  387
BEILAGE XⅢ        .…  387
BEILAGE XⅣ        .…  389
BEILAGE XV         .…  392
BEILAGE XVI        .…  396
BEILAGE XVⅡ        .…  398
BEILAGE XVⅢ        .…  405
BEILAGE XIX        .…  411
BEILAGE XX         .…  416
BEILAGE XXI        .…  417
BEILAGE XXⅡ         .…  420
BEILAGE XXⅡ I       ._ 424
BEILAGE XXⅣ        .…  425
BEILAGE XXV        .…  428
BEILAGE XXVI       .…  429
BEILAGE XXVⅡ      .…  430
BEILAGE XXVIⅡ       .…  433

************************

***Contents of hua lla***く  1-400 )
ANMERKUNGENコ U hua ll.…   1

************************

***Contents of hua 13t***( 1-484 〉

Nr。 1

BEILAGE I
BEILAGE II
BEILAGE II
BEILAGE Ⅳ
BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILAGE VⅡ
Nr.2

BEILAGE VⅡ I

BEILAGE IX
BEILAGE X
Nr.3
BEILAGE XI

…。  1
_.  3
….  4
_.  5
….  8
...   10

...   14

...   17

...   21

..。   33

...   36

..。   38

...   42

...   55

BEILAGE畑
Nr。 4

BEILAGE XIII

BEILAGE皿
BEILAGE XV
BEILAGE XVI
Nr.5
BEILAGE XVⅡ
BEILAGE XVⅢ
BEILAGE XⅨ
BEILAGE XX
Nr.6
BEILAGE XXI
BEILAGE XXⅡ
BEILAGE XXⅢ
BEILAGE XXIV
BEILAGE XXV
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVⅡ
BEILAGE XXVⅢ
BEILAGE XXIX
BEILAGE XXX
Nr.7

BEILAGE XXXI
BEILAGE XXXⅡ
BEILAGE XXXⅡI

BEILAGE XXXIV
BEILAGE XXXV
Nr.8
BEILAGE XXXVI
Nr.9

BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE― VIII

BEILAGE XXXIX
Nr。 10

BEILAGE XL
BEILAGE XLI
Nr.11

Nr.12

BEILAGE XLⅡ
Nr.13

BEILAGE XLIII
BEILAGE XLⅣ
BEILAGE XLV
BEILAGE XLVI
Nr.14

BEILAGE XLVⅡ
BEILAGE XLVII

60

62

66

68

69

70

77

90

98

105

107

111

195

196

200

211

214

219

224

227

229

230

236

241

245

247

247

249

250

268

270

279

281

282

288

313

315

316

321

331

333

342

343

346

358

360

385

398
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Nr.15                。..  400

BEILAGE XLIX    _…  435
BEILAGE L       .…  436
Nr_16                 ...  438

BEILAGE H       .¨  466
BEILAGE LⅡ       .¨  466
BEILAGE IIⅡ      .…  469
BEILAGE LIV     .…  470
BEILAGE LV     ._ 475
BEILAGE LVI     .…  478
BEILAGE LVⅡ     .…  479
BEILAGE LVⅢ    .…  481
BEILAGE LIX     .…  483

************************

***Contents of hua 13a***〈  1-483 〉

ANMERKUNGEN ZU h岬 3.…   1
************************

***Contents of hua 14t***〈 1-561 〉

BEILAGE XXI
BEILAGE XXI
Nr.8
Nr.9

BELAGE XXⅢ
BEILAGE XXⅣ
Nr.10

BEILAGE XXV
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVⅡ
BEILAGE XXVⅡ I

BEILAGE XXIX
Nr.11

BEILAGE XXX
Nr.12

Nr.13
BEILAGE XXXI
BEILAGE XXXⅡ
BEILAGE XXXⅢ
BEILAGE XXXⅣ
BEILAGE XXXV
BEILAGE XXXVI
BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE XXXVⅡ I

BEILAGE XXXIX
BEILAGE XL
BEILAGE XLI
― ― ―  II ― ― ―

Nr.14

Nr.15

Nr.16

BEILAGE XLⅡ
BEILAGE XLⅡ I

Nr.17

Nr.18

BEILAGE XLIV
BEILAGE XLV
BEILAGE XLVI
Nr.19
-― ―  Ⅲ  ― ― ―

Nr.20

Nr.21

BEILAGE XLVΠ
Nr。 22

BEILAGE XLVⅢ
BEILAGE IL
BEILAGE L
Nr.23

158

160

161

165

184

185

192

205

207

217

222

225

233

234

236

244

272

279

281

285

289

290

292

296

297

298

300

303

305

309

324

336

338

341

357

367

372

374

378

393

395

400

409

410

417

418

422

426

― ― ―  I ― ― ―

Nr.1

Nr.2

BEILAGE I
BEILAGE Ⅱ
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4.テキス ト・データベースからの任意の抜粋

(各巻から任意の 1頁分ずつ)

sample from hua_llt

{"IP"はページ数を表し、tT"はタイトルを表す。"@"は "§"の代用である。グシュペルトお

よびイタリックで強調された箇所は、'」"で挟まれている。}

P3

_TEINLEITUNG
〈EINLEITUNG

DE SELBSTGEBUNG IN DER WAHRNEHMUNG〉
C@I.Originalbewusstsein und perspekti宙 sche Abscha― g der

」 Raumgegenstande」 〉

Die aeussere Wahmehmung ist eine bestaendige Praetention,

etv7aS Zu leisten,was sie ihrem eigenen Wesen nach zu leisten

ausserstande ist.Also gewlssemassen ein Widerspruch gehoert zu

ihrem Wesen.Was damit gemeint ist wlrd lhnen alsbald klar‐

werden,werln Sie schauend zusehen,wie sich der ottektiVe Sim

als Einheit〈 in〉 den unendlichen MaШ igfaltigkeiten moeglicher

Erscheinmgen darstellt und wie die kontinuierliche Synthese

naeher aussicht welChe als ID∝ kungseinheit denselben Sinn er‐

scheinen laesst,und wie gegenueber den faktisChen,begrenzten

Erscheinungsablaeufen doCh bestaendig ein Bewusstsein von dar‐

ueber hinausreichenden,von immer neuen Erscheinungsmoeglich‐

keiten besteht.

Worauf wir zunaechst achten,ist daSS der Aspekt,die perspek‐

ti宙 sche Abscha抽 』嘔,in der ieder Ral』旺ζegenstand unweigerlich

erscheint ihn immer nur einseldg zur Erscheinung bringt Wir

moegen ein Ding noch so vollkonlmen wahmehmen,es faellt r」 e

in der Allseitigkeit der ih zukommenden und es sinnendinglich

ausmachenden Eigenheiten in die Wahmehnung.Die Rede von

diesen und jenen Seiten des Gegenstandes,die zu wirklicher

Wahmehmung ko― en,ist unvemeidlich.Jeder Aspekt,jede

noch so welt fortgefueme Kontinuitaet von einzelnen Abschat‐

tungen gibt nur Seiten,und das ist wie wir uns ueberzeugen,kein

blosses Fakaln:Eine aeussere Wahehmung ist undenkbar,die ihr
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'Wahrgenommene in ihrem sinnendinglichen Gehalt erschoepfte,
ein Wahrnehmungsgegenstand ist undenkbar, der in einer abge-
schlossenen TV'ahrnehmung im strengsten Sinn allseitig, nach der
Allheit seiner sinnlich anschaulichen Merkmale gegeben sein
koennte.

sample from hua_l3t

_P13
"'Welt", dann wuerden die und die erfahrenen oder indirekt supponierten
Dinge die und die Erscheinungsreihen darbieten.

Natuerlich operiere ich hier mit der Einheit der Welt. Ich gehe von
meinem Bewusstsein aus und von den anderen Ich und modifiziere
nun die Leiber oder ich nehmeim Fortgang neue und neue Leiber an
mit neuen Bewusstsein, in denen neue Erscheinungen moeglich werden
und synthetische Erscheinungszusammenhaenge. Aber in Beziehung
auf dieselben Dinge ? Was haelt die Identitaet desselben Dinges aber
durch? Zwischen mir und meinen Nebenmenschen macht sich das so,
dass wir beide diaelben Erscheinungsgruppen (der Hauptsache nach
wenigstens) haben. Die Erscheinungen stehen dabei im Verhaeltnis des
! moeglichen Austausches_!. Von seinem Standpunkt wuerde ich

dasselbe sehen wie er etc. Was tritt nun dafuer ein ? Was heisst das :

Ich habe vom Ding A die und die Erscheinungen; ein Anderer mit
voellig anderen Sinnesorganen hat die und die voellig anderen Er-
scheinungen ? (Vgl. auch "bei uns Menschen" die Unterschiede zwischen
normalen und anomalen Sinnen.) Offenbar muessen wir da Moeglich-
keiten fingieren, dass ein Uebergang der Stetigkeit . 1 von den einen und
anderen Erscheinungen ueberfuehrte: lch muesste mir also fingieren,
dass mein Bewusstsein sich soerweiterte, dass es etwa einem Leib
noch Bewusstsein einfuehlen und Gemeinsamkeit der Erscheinungen
zwischen ihm und meinem Bewusstsein ansetzen koennte, und anderer-
seits ihm zuweisen duerfte neue und neue Erscheinungen, welche die
Kontinuitaet durchhalten. Ich fingiere mir ein menschenaehnliches
Wesen, das sehen und tasten kann, dieselben Erscheinungen wie ich
hat einen Leib, den ich als Leib noch auffassen kann, und das doch
sich zur Sonne erheben, allmaehlich in diesem Uebergang neue und neue

Erscheinungen haben koennte (vielleicht mit unbegreiflich neuen phae-

nomenologischen Momenten), immerfort die Sonne darstellend. Da
bestaende Kontinuitaet und ein denkbares Recht also, von demselben
Ding zu sprechen. Was sollte e denn sonst heissen: Dasselbe Ding
biete verschiedene Erscheinungen dem und jenem Bewusstsein ? Wie
kaemen zwei _ltotaU verschiedene Erscheinungsgruppen dazu, dem-
selben Ding nntgehoeren ? Man wird hier auf Farbenblindheit und
dergleichen hinweisen. Aber man uebersieht das Verbindende: Der
Farbenblinde so wie ich selbst haben eine visuell-taktuelle Welt ge-

meinsam, und Gemeinsamkeit durch Einfuehlung ist hier moeglich.
Zum Wesen des Dinge gehoert es doch, Raumding zu sein und da.
durch Traeger verschiedener "Qualitaeten". Damit mir und einem
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Anderen dasselbe Ding soll erscheinen koennen, damit ueberhaupt der
Andere fuer mich Anderer isf der in derselben Welt Dinge wahrnimmt,
und dieselben, die ich wahrnetrme, dazu sind Bedingungen zu erfuellen,
und da muss man doch etwas tiefer auf Dingkonstitution eingehen.

sample from hua_l4t

_P50
Bewusstseins, so koennte man sagen, wie sich das dauernde Rot in
seinen retentionalen Modifikationen abschattet. lndessen, dasselbe

kann man von jedem idealen Gegenstand sagen, der mrar in einer
Zeitausbreitung zur Gegebenheit kommt und dadurch als in einer
Dauer verbreitet erscheint" und doch evidenterweise irreell ist, nicht
dauert wie ein Reales, wie ein solches, das eine Einheitvon Gehalten
in der Dauer ist, deren jeder verschieden ist. Das Ich aber ist als
reines Ich in jeder Phase seiner dauernden Gegebenheit identisch das-

selbe, und nicht dasselbe wie ein sich veraenderndes Ding oder ein sich
veraenderndes Rot, das sozusagen erst dank der Kontinuitaet eines die
Zeitdauer erfuellenden Gehalts (die gleichen oder verschiedenen Rot-
phasen) sich als selbes konstituiert. Das reine Ich, das Ich als Ich hat
keine verschiedenen Gehalte in verschiedenen Zeitphasen, es ist in
allen absolut identisch, so als reines Ich. Das Selbst aber ! in concreto-!
hat zwar einen wechselnden Gehalt, aber hier geht die Identitaet des

Ich als Einheit schaffende ldentitaet fuer alle Gehalte diesen vorher,
die Einheit des Selbst und sogar der Person ist nicht eine blosse
Identitaet in der Veraenderung, im Wandel von Phasen. Alle wechseln-
den Gehalte, die in die Zeitdauer eingehen, setzen die Identitaet des

Ich schon voraus, das aus dem Ich inseiner Aktivitaet in die Zeit Ein-
stroemende hat das lch schon voran, setzt es schon voraus, ebenso

setzt alles das Ich Affizierende das lch voraus, um es von Moment zu
Moment neu und evtl. anders alfizieren zu koennen und ihm so einen
wechselnden Gehalt erteilen zu koennen.
Im einen Fall, kann mag sagen, haben wir eine einseitig fundierte
Einheit, die in kontinuierlichem Uebergang von Ver-
schiedenem zu Verschiedenem und nur in solchem vorfindlich isl waehrend Getrenntes
(diskontinuierlich in der Zeit Liegendes) nicht eins, sondern mehreres
ist. Hier beim Ich aber haben wir keine solche fundierte Einheit, son-

dern das Eine ist von vornherein eins und tritt erst in Beziehung zuVer-
schiedenem, obschon es von dieem nicht getrennt werden kann. Das

zeigt sich auch darin, dass, wo zwei unzusammenhaengende Anschau-
ungen, z.B. von Rot, gegeben sind, ich Gleichheit und Aehnlichkeit, nie
aber ldentitaet aussagen kann. Wenn ich aber mich in Kindheit und
Mannheit "vergleiche", auf Grund zusammenhangsloser Einzelan-

schauungen, da finde ich mich -!selbst-! und absolut numerisch als
dasselbe.

-TBETLAGE IV
BEILAGE IV

DIE MONADE <IN IHRER ALLGEMEINSTRUKTUR>.
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Ouni 1921)

Das lch als Pol, als Zentrum seiner Akte und Affektionen, ist als
das notwendig Subjekt von intentionalen Erlebnissen und dadurch hat
es bewusst "Gegenstaende" seiner Akte, Gegen staende, denen es zuge-

sample from hua_l5t

-PL20
ben die von mir in der Mannigfaltigkeit der in diesem Leben be-

schlossenen Gegebenheitsweisen der Welt eben als die eine und

selbe Welt gemeinte war und ist und voraussichtlichals kuenftige
ist, ist in fundierender Stufe oder Schichte universale intersub-
jektive Erfahrungswelt; aber diese Schichte geltender Welt ist
selbst fundiert in dem, was von ihr in meine eigene universale
Erfahrung faellt. Das fuehrt also zurueck auf meine vermeinte
Welt als wie sie meine Brfahrungswelt oder, wie wir auch

sagen koennen, die Welt meiner Wahrnehmungen, meiner
gegenwaertigen Wahrnehmungen, meiner vergangenen und kuenf-
tigen Wahrnehmungen ist. Ich habe also eine gewisse reduk-

tive Epoche zu vollziehen, ich reduziere die mir konkret gel-

tende W'elt, die eine meines ganzen ueberschaubaren transzen'
dentalen Lebens, abstraktiv auf meine Wahrnehmungswelt, was

ich von der Welt, der durch mein Leben hindurch bei allem Wech-

sel der Erfahrungen und Meinungen von ihr einen und selben,

wirklich wahrgenommen (habe).

Ich werde wohl voraus mein transzendentales Selbstsein in
einer ersten grundlegenden Weise schon ausgelegt haben, wie
das notwendig ist. Ich bin in der Epoche zwar Subjekt fuer die
Welt, aber auch Subjekt fuer mich, der ich Bewusstseinssubjekt

fuer die Welt bin, und mich selbst als transzendental Setzbares

erforsche ich zuerst insoweit, dass ich die vermeinte Welt noch

ausser naeherer Untersuchung belasse und mich in meiner allge-

meinsten Struktur auslege als identisches lch eines Bewusst'

seinslebens, in Positionen, die teils und in einer universalen (all-

heitlichen) Geschlossenheit Welt zur Setzung bringen, und als

nun ja transzendentale Ich auch transzendental-immanente
Setzungen; dass ich, mich transzendental auslegend, mein im'
manentes Leben als immanent zeitliches finde oder vielmehr sich

zeitigendes; dass ich bin in Form einer stroemend lebendigen Ge'
genwart, in welcher sich durch gegenwaertige Erinnerungen Ver'
gangenheit, vergangene Gegenwart zeitig! usw. Ich bin fuer mich
ganz urspruenglich als selbstwahrnehmendes (selbstgegenwaerti-

gendes), ich kann mich selbst aktuell kennenlernen, weil ich
schon passiv in originaler Selbstgegenwaertigung bin und von da

affiziert auf mich aktuell hinsehen und mich in meinen originalen
Eigenheiten erfassen kann etc.

Es ist dann im Uebergang zu den "transzendenten", den welt-
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sample from hua_l6t

_P250
Bil込.also gleichsam〈 die〉 Grenze"UElelndlich",waehrend dieser

kinaesthetisch eine endliche Grenze enuricht Die erscheinende

Seite ist dieselbe:imIIler die"Vorderseite".Dass das ObFekt andere

Seiten hat daSdankt es seiner Mitkonstitution durch die moeglichen

Wendm70diflkatio】 ℃L Die EHheinmgsreihe ist eine zy‐

klische md fuehrt zyklisch Seite in Seite ueber md kOnstimiert

endlich die Abgesch10ssenheit der Seiten,das ist die geschlosselle

Koerperobttacche.Dodl von Obttaeche duerfen l就 r eigendich

noch nicht sprechm Doch erkemen wirr dass,was sich auf_d

der kontinuierlichen Wendungen konstit五軋 ein aVeidimen‐

sionales P― yStem sein muss.Naprnlich es ist zu bemerken,dass

der Zyklus kein linearer Zyklus ist SOnden dne zyklische

Maコ面gfaltigkeit von zwei DinensioneL Die Wendung(imlner

als blosse Wendungl kann宙 eradtig erfolgen,md zwar nach
Massgabe des zweidilnensionalen RIchmsysten im oku10_

moto山山 en Feld.Gehen宙r den stetigen Verdeckungen nach,die

ein(羽 ektpunkt vol豚 ぬt und achtenマ薩 auf die Stellungen

dieses≧ミ teS im oku10111oto亘 schen Feld,die zu jeder Phase der
Wendmg gehoeren,so erkemen宙L dass allc Pmkte des Onektes
eine Wendmg vOn links nach rechts v01lzichen koenllen und im

Strahlenbuendel der Polarkoordillaten iIIl okulomotO五 schen Feld
eine Wendmg nach jeder anderen Riぬ眈 ,z.Bo auch von unten
nach obell usw.Zu jeder eindimensionalen zyklischen Wendmg

gehoert elll bestimmtes System von Erscheinungen,und lttn die

guhlossene KourttEchkeit vOn allen Seiten adaequat nach allen

Erscheinmgen zu gewlnllen,muemten also all diese Wendungs‐

systeme durchlaufen werdeL Und jede Wendung hat ihre Gegen‐

wmd哩 ,宙e selbstverstaendlitt da es zulll Typus der Ruhe‐

nlamgfaltigkeit gehoetdas zu Jeder Modifkation die Gegen‐

modiflkation gehoelt kinaesthetisch sOwohl wie hinsichtlich der

zugeordneten stetigen Erscheinungen

Eine allgemdne Bemerkmg:B10sse Dehnung ist nicht eine

ModikatioL die sich zur Aendenmg der blossen Orientie―g im
okulomotoHschen Feld verhadt宙 e zwei Kraefte,die sich zu―

S― enSeten koelmen nach dcln Satz vom Кttaefteparallelogram
lch sagte nicht sehr klarp Sie sel ellle von der blossen Orientie― g
mabhaengige ModiflkadOIL RChtig heisst∝ :Ыosse mentie― g
ist V銀面 ebung Oder Drehmg der i&ndsch sich erhaltenden

Figtt irn okulomoto五 schen Feld.Bei der"Versdttebung"z.B.

5.検索に用いた語句 (綱0語)の リス ト

(次の6.検索結果のリストにも挙げられているので、ここでは省略する。}
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6.1巻分 (サンプルとして第 13巻の本文のみ)

の検索結果のリス ト (出現回数のみ)

{最初の例で言えば、"#1"は集合番号を、"13 items"は 出現回数を表す。その後に来る検索

語のうち、語頭のアンダーバー (Dは大文字 0小文字を区別せず拾う機能、語尾のアスタリ

スク (・ )は前方一致で拾う機能をそれぞれもっている。}

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

(( hua_l3t ))

6 items _abbild*
13 items 

-abschattungrr
190 items absolut:r
13 items abstraktion:lc
13 items _abwandlung*
10 items adaequat:r
31 items aehnlichkeit*

363 items _akt*
21 items aktiv*
3 items als-ob
0 items alter ego

26 items analogon*
19 items analyse{.

181 items anderer*
0 items anonymr*

46 items anschauung*
51 items an sich
4 items anthropolog:tc
5 items antizipation*
0 items _anzeichen

18 items _anzeige*
0 items apodiktisch*
0 items apodiktizitaet:r

18 items apparenzr!
200 items apperzeption:tc
39 items apperzeptiv*
38 items apperzipierx
35 items appraesentation*
6 items _appraesentativ:l:

24 items appraesentier:tr
9 items apprehension*

28 items a priori
17 items apriori
11 items arithmetik
76 items aspekt*

#36  19 ites_assoziation*
#37  12 iter assOziativ*
#38  154 items_auffassung*

#39   9 items_anerksamkeit*
#40   4 items_ausdehnung*
#41  64 items_ausdmck*
#42  35 items_aussage*

#43  34 items_ausschalt*

#44  17 items」usschaltung*

#45   0 items_aussenhOHzont

# 46    1 item_ax■ ologle

#47  35 items ttbedeutung*

#48  13 ites_berendmg
#49  23 item beseel*
#50 341 items ttbeWusstsein

#51  9 items_bewusstseinsiuss*
#52 14 items_bewusstseinsleben

#53 40 item_bewusstseinsstrom

#54 176 items_beziehung*
#55  5 items ttbildbewusstsein

# 56   16 items_boden

# 57   0 items_cartesiadsmus

#58 28 items_cogitado
#59  0 iter_cogitamm
#60 24 items_cogito
#61  50 item_dasein
#62  41 iten daten
#63  13 items dam
#64  18 items dauer
#65  37 items deckmg*
#66 91 items_denken
#67   4 items deskription*

#68  15 item deskdptiv*
#69  15 itec_dingwahehmung*
#70   2 items_doxa
#71   0 items_dualismus
# 72   17 ites_ego

―-25-



#73  1 items ego cogito

#74  0 ites egologie
#75   3 items_eldetik

#76  12 items_eldetisch*

#77  0 items eldos
# 78   30 items_elgenes

#79 14 iterrls_eigenheit*

#80  0 item_eigenheitssphaere*

#81   2 item_einbildung*
#82 305 items_ei」 hehlung*

#83  0 items_einfuelungsgemeinschaft*

#84 384 items einheit*

#85   7 items einklammer*

#86   3 items_einklaIIlme―g

#87 178 items elnstellung*

#88   0 itenls_einsames Seelenleben

#89 2 items_einstellungsaendemng*
#90   6 item empfindnis*
#91  13 items empfindung
#92  40 items empfindungsdat*

#93 315 items empirisdh*

#94  1 items empirismus
#95 13 itett epoche*
# 96    7 items_erde

#97 873 items erfahng*
#98  8 iten erfahngswelt
#99 236 iten erinnemng*
#100 139 items erkenn色」s*
#101   2 item_erkenn枷 dstheorie

#102 279 items erlebnis*

#103 28 itenls_erlebnisstrom

#104 660 items erscheinung*

#105  69 items_erwanng*
#106   0 items_europa

#107  28 item_evident*
#108  41 iter evidenz
#109  30 items_existenz

#110   6 items faktizitaet*

#111  22 items_fakhln
#112 55 items_feld*

#113  19 items fiktion*

#114 186 iten fom*
#115  1 items_iemdapperzeption*
#116  0 itec_fremdbewusstsein
#117 420 item_fremde*
#118  1 items fremderfahng*
#119   0 items_fremdheit*

#120 1l items_fremdwahmehmmg*
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#121 0 items_fremdwelt
#122  40 items_hdier*
#123   5 items mdie― g

#124 49 items hgier*
#125  53 items funktion*

#126  26 items_gedanke*
#127  48 items_gefuchl*

#128 190 items_gegebenheit*

#129  19 items_gegebenheitswei"

#130 123 items_gegenstand*

#131  37 items_gegenstaendlichkeit*

#132 40 ites_gegenwart*
#133 60 items_gegenwaertig*

#134   24 items_geist

#135  3 iter_geisteswelt*
#136    0 items  gelstige Welt

#137 17 ites_geisteswissenschaft*

#138  32 items_geltung*

#139  66 items_gemeinschaft*

#140  0 items_gemeinschaftsbewusstsein

#141    3 items_gemeinsdhaftsleben

#142   5 items_gemuet*
#143  15 items_genesis

#144   13 items」geometne

#145   7 items_geschichte*

#146   0 items_geschichtlichkeit

#147  4 items_gewissheit

#148   6 ites_glaube*
#149  8 items_gott*

#150 120 items__d*
#151   4 items habitualitaet*

#152   8 ites_habituell*

#153  0 iten heimwelt*
#154  31 items_hinter_d*
#155  0 items_hinter_dbewusstsein
#156 10 items hstoHsch*
#157   0 iten historizitaet

#158  9 items_hof*
#159 35 items_hoHzont*
#160  0 items horizontbewusstsein

#161  0 items_hoHzontintentionalitaet

#162   3 items hyle

#163  2 items hypothese
#164 3420 items_idh

#165 129 items_ich kann

#166 14 items_ichlich*
#167  7 ites_ich― Mensch

#168  58 items_ideal*



#169 1 items idealisierung

#170 0 items idealismus

#L?I 0 items idealitaet

#L72 1 items ideation

#173 35 items identitaet

#L74 5 items -imagination*
#I75 75 items immanent{c

#L76 20 items immanenz,N,

#I77 1 items implikationec

#I78 1 items inadaequat*

#179 0 items inaktualitaetr*
#180 1 items individuationrr
#181 8 items individuum

#182 52 items inhaltx
#183 0 items -innenhorizont
#184 58 items innerlichkeit
#185 87 items -intention*
#186 58 items intentional 

'tc

#I87 7 items -intentionalitaet
#188 20 items interesse*

#189 59 items intersubjektiv:r
#190 11 items intersubjektivitaet

#191 2 items intuition lc

#L92 0 items invarianz
#193 0 items irrationalismus

#L94 0 items irrationalitaet
#195 0 items irrealitaet
#196 0 items irreell,r
#197 259 items jetzt
#198 3 items -kategorie:r
#199 56 items -kausalitaet
#200 4 items -kern#20I 1 items 

-kinaesthese
#202 14 items -kommunikation:tr
#203 340 items -konstituier*
#204 83 items -konstitution:r
#205 61 items -konstitutiv*
#206 354 items -koerper
#20? 19 items -koerperlichkeit
#208 5 items -kontrast
#209 73 items -korrelatrtt
#2L0 2 items -korrelation,r
#27L 0 items -krisis
#2L2 20 items -kritik,r
#2I3 L6 items -kultur *c

#2L4 1 items 
-kulturwelt:tc#2I5 I items -kundgabe*.

#zLG 0 items -kundnahme:lt

-27 -

#217 7 items 
-kunst:lc

#218 39 items 
-lage*c

#zLg 63 items 
-leben

#220 0 items lebendige Gegenwart

#227 1 items lebensgemeinschaft:r

#222 0 items lebensphilosoPhie

#223 0 items lebenswelt:*

#224 1766 items -leib,r
#225 107 items leibkoerper

#226 83 items leiblichkeit
#227 27 items leistung*
#228 I items -leidaden
#229 10 items logik
#230 65 items -mannigfaltigkeitx
#231 49 items -materie:t
#232 6 items 

-mathematik
#233 371 items -mensch*
#234 3 items 

-menschen-Ich
#235 0 items 

-menschentum
#236 6 items -menschheit:r
#237 3 items -metaphysik
#238 11 items -methode*
#239 25 items 

-miteinander
#240 0 items -mitfungierendx
#247 2 items -mitgegebenheitx
#242 1 items-mitkonstihrierend:tc

#243 9 items -mitteilung*
#244 2 items -modalitaet*
#245 31 items -modifikationr*
#246 244 items -moeglichkeitx
#247 21 items -monadert
#248 0 items -monadengemeinschaft'*
#249 1 items 

-monadologie
#250 130 items -motivationx
#25L 0 items -mundan*
#252 15 items -naiv*
#253 2 items -naivitaet
#254 238 items -natuerlich,r
#255 404 items -natur
#256 3 items 

-naturalismus
#257 98 items -naturwissenschaftx
#258 0 items -neukantianismus
#259 1 items -neuzeit
#260 7 items -noema
#26L 20 items -noematisch:r
#262 1 items -no6!tr
#263 L3 items 

-noetisch,r
#264 20 items -notwendigkeit*



μ65 25 itemo nunpmkt

l1266 460i■・ mO 。●ekt*

μ67 0■・・nO両 山巨宙Smus

″68 22 items 。●d面宙taet

r269  20 itms_ontologle

″70 113 itms」entie―g*
#271 21 items OHginal*
″72 0 itms Onglnalsphaere

#273 123 items p五 ginaer*

″74  0 items onglna五 taer*

#275  5 iten_o五 ginaHtaet

#276   0 items_paa― g*
#277 24 items_passiv*
″78  3 items_passi宙 taet

#279 130 items_person*

#280   3 ite=s_perspektive*

#281   7 items perz∞ ■on*
#282 609 items_phaenolnen*

#283  53 items_phaenomenologie

#284 433 items」 )haenOmenologlsch*

″85 177 items_phantasie*

″86 10 items⊇ hantom*
#287  9 items⊇H10sOphie

#288  1 itelns_potentialitaet

#289  5 items_potentiell*

#290  8 itenls_praeempiHsch*
#291   o items_prae― emplHsch*

#292  3 iteIIIs_praesenta■ on*
#293  23 items_praeseL*

1294   6 items_praxis

#295  3 item_pHmordial*
″96  0 items_primordinal*

#297  0 items_prilnordiaHtaet

μ98  0 iteIIIs_p五 mordialsphaere

#299 92 items Jrinzip*
#300  2 iten_protentiOn*
郷01 169 iten_psychisch*

郷02 44 items_psych010gie

郷03  42 items_psych010glsch*

郷04  1 items_psych010gismus

お05  5 items_radikal*

郷06   0 itemゴadikalismus

郷07   4 itms ratiOnal*

#308   0 items_rationalislnus

郷09  0 items ra■ Onalitaet

#310  94 items_rauIIl

郷11   l items raunlzeitlichkeit

郷12 215 items real*
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#l3 1 it€ms _realismus
#314 30 items _realitaet*
#315 105 it€ms 

-reduktion,r#316 J ifcrrs -reell*
#3L7 $$ irems _reflexion*
#318 5 items _region:r
#319 345 items _rein*
#320 6 items _relativismus
#32I 2 items _relativitaet
#322 0 items _repraesentation:tr
#323 5 items _res extensa
#324 32 items _retention:F
tB25 0 items _rezeptiv{c
#326 0 items _rezeptivitaet
#327 54 items sache*
#328 80 items _schicht*
#329 111 items _seele:r
#330 25 items _seelenleben
#331 73 items _seelisch:r
#332 642 items _sein
#333 470 items _selbst
#334 0 items selbstbesinnung:t

#335 12 items selbsterfahrung*
#336 47 items selbstwahrnehmung:r
#337 738 items sinn*
#338 8 items sinnlichkeit
#339 3 items solipsismus

#340 0 items _sprache:F
#341 2 items _sprachgemeinschaft*
#342 16 items _stellungnahme:r
#343 2l items _struktur*
#344 76 items _stufe*
#345 756 items _subjekt*
#346 299 items _subjektiv*
#347 0 items _subjektivismus
#348 128 items _subjektivitaet
#349 15 items _substrat:rc
#350 23 items _synthe*
#351 0 items teleologie
#352 0 items _telos
#353 120 items _them*
#354 33 items _theorie*
#355 0 items _these
#356 4 items _tradition:r
#357 11 items _transzendent
#358 76 items _transzendent:F
#359 5 items _transzendental
#360 24 items _transzendental*



#361 0 iferns _transendentalismus
tB62' 0 iterns 

-transzendentalphilosophie
#363 37 it€ms -tranvendenz*
#364 35 iterns _typus
#365 91 items _umwelt*
#366 3 it€ms -ur-Ich
#367 0 items -urdoxa
#368 2 items _urleib*
#369 0 items _urmensch*
#370 0 items 

-ul'modus
#37I 25 items 

-ursprung
#372 17 items 

-urspruenglichkeit
#373 0 items -urstiftung
#374 206 items -urteil:r
tB75 0 items -urtuemlich:r
#376 44 items 

-vergangenheit
#377 119 items 

-vergegenwaertigung*
#378 0 items 

-vermoeglichkeit*
#379 11 items -vernunft
#380 0items-voraussetzungslosigkeit

#8f 3 it€ms 
-vorgegebenheit*

#nZ 112 items 
-"o151sllrrng:F

#383 4 it€ms -vorurteil*#384 0 it€ms 
-vorurteilslosigkeit

#385 81 items -wahrheit*
#386 675 items 

-wahrnehmungx
#387 579 iterns -welt*#388 0 items 

-weltleben#389 1 items -weltlich*#390 0 items 
-weltlichkeit

#391 63 items 
-widererinnerung'1.

#392 59 items -wille*
#393 55 iteNns -wirklichkeit
#394 151 items 

-wissenschaft*
ft395 10 items 

-zeichen
#396 151 items zeit

#397 7 items 
-zeitbewusstsein

#398 12 items zeitlichkeit
#399 17 items 

-zukunft
#400 19 items -zweifel

3.ABSCHNITT
l.KAPITEL

2.KAPITEL
3.KAPITEL
4.KAPITEL
4.ABSCHNITT
l.KAPITEL
2.KAPITEL
3.KAPITEL
SCHLUSSBETRACHTUNG
―――ERGAENZENDE TEXTE― ――

A.ERSTE FASSUNG 24020 24022
24030 24030

Bo ABHANDLUNGEN
WAHRNEHMUNG.…

7.サンプル語 (_einfudung*,」 o面Zont*の 2つ )

の各巻における検索結果 (出現箇所の頁数・行数)

{本文のみで脚注は略す。5桁の数字のうち、前 3桁は頁数、後 2桁は行数を表す。}

7--1. einfuehlmg*

くくhu」lt〉〉

#82:S:   8 items        elI」 tehlmg*

―――VORLESUNGEN― ――

EINLEITUNG
l.ABSCHNITT
l.KAPITEL
2.KAPITEL
3.KAPITEL
4.KAPITEL
2.ABSCHNITT
l.KAPITEL
2.KAPITEL
3.KAPITEL
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BEWUSSTSEIN.…
STATISCHE.…
C.BEILAGEN
BEILAGE I
BEILAGE II
BEILAGE Ⅲ

BEILAGE Ⅳ

BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILAGE VⅡ
BEILAGE VⅢ
BEILAGE IX
BEILAGE X
BEILAGE XI
BEILAGE XⅡ
BEILAGE XⅢ
BEILAGE XIV

〈〈hua_13t〉〉

#82:S: 305 items

Nr.1

BEILAGE I
BEILAGE II
BEILAGE IⅡ
BEILAGE IV
BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILAGE VⅡ
Nr.2
BEILAGE VIⅡ
BEILAGE IX
BEILACE X
Nr.3
BEILAGE XI
BEILAGE XⅡ
Nr.4

BEILAGE XⅡ I

BEILAGE XIV
BEILAGE XV
BEILAGE XVI

Nr.5

BEILACE XVⅡ
BEILAGE XVⅡI

BEILAGE XIX

34406 34407

38133

_einfuehlung*

00416 00416

00432

00521 00720

00842 00909 00915 00921 00923

01123 01123 01125 01337

01435 01710 01715 01717

02013 02013 02015 02017

02103 02401

03626

04202 04519 04601 04603 04604 05202

06126

06202 06204 06221 06316 06511 06603

06628 06630 06704 06704

07005 07008 07029 07030 07037 07203 07318 07319 07320 07328

07330 07418 07426 07528 07536 07539 07541

07801 07819 07836 07926 07927 07933 08331 08401 08521 08602

08621 08723 08731 08734 08812 08908 08918

09706 09821

09904 10012 10015 10409 10437 10438

BEILAGE XV
BEILAGE XVI
BEILAGE XVⅡ
BEILAGE XVШ
BEILAGE XIX
BEILAGE XX
BEILAGE XXI
BEILAGE XXⅡ
BEILAGE XXⅡI

BEILAGE XXⅣ
BEILAGE XXV
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVⅡ I
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BEILAGE XX
Nr.6                       11520 11528 11939 12010 12223 12227 14210 16527 16706 16751

17217 17236 17237 17301 17528 18709 18709 18715 18725 18727

18806 18819 18826 18830 18902 18909 18924 18926 18935 19021

19027 19104

BEILAGE XXI
BEILAGE XXⅡ       199ol
BEILAGE XXⅢ
BEILAGE XXⅣ                           _
BEILAGE XXV       21801 21821 21824 21828 21830 21833
BEILAGE XXV1       21902 22107 22118 22120 22135
BEILAGE XXVⅡ       22402 22406 22410 22411 22416 22507 22608 22609
BEILAGE XXVII1          22711 22713 22726 22735 22736 22807 22815 22818 22824 22828

22838 22905

BEILAGE XXⅨ
BEILAGE XXX            23120 23122 23126 23236 23305 23311 23443 23509 23517

Nr.7                       23806 23910 24035

BEILAGE XXX1       24233 24242
BEILAGE XXXⅡ       24515
BEILAGE XXXⅢ
BEILAGE XXXⅣ
BEILAGE XXXV      24904
Nr.8
BEILAGE XXXV1      26802
Nr.9
BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE XXXVⅢ
BEILAGE XXXIX      28540
Nr.10                      30414 30417 30418 31301 31314

BEILAGE XL
BEILAGE XL1        31543
Nr.11                      31602 31603 31936

Nr.12

BEILAGE XLⅡ
Nr.13                      33302 33501 33502 33738 33829

BEILAGE XLⅢ
BEILAGE XLⅣ
BEILAGE XLV
BEILAGE XLⅥ
Nr.14                      36010 36012 36025 36105 36126 37607 37616 37702 37726 37809

37818 37818 37829 37833 37918 38010 38028 38320
BEILAGE XLVⅡ       39615
BEILAGE XLVⅡ1      39905 39912
Nr.15                      40002 40004 40005 40105 40106 40115 40127 40129 40133 40204

40433 40824 40830 41009 41117 41130 41201 41412 41422 41505

41510 41911 41919 42015 42016 42017 42026 42105 42501 42504

42504 43034 43105 43212 43224 43225 43227 43231 43327 43433
BEILAGE XLⅨ        43524 43526
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BEILAGE L
Nr.16

BEILAGE LI
BEILAGE LII
BEILAGE LⅡ I

BEILAGE LIV
BEILAGE LV

BEILAGE LVI
BEILAGE LV1        47920 48013 48014
BEILAGE LVⅡ 1       48125 48217
BEILAGE LIX

〈〈hua_14t〉〉

43806 43811 43818 43819 43902 44018 44219 44231 44310 44412

44713 44714 44827 44907 45329 45503 45504 45505 45528 45530

45601 45611 45611 45716 45718 45722 45722 45723 45724 45803

45910 45920 46031 46234 46411

46845 46902 46915

47035 47116 47135 47205 47211 47211 47221 47340

47515 47516 47518 47518 47525 47528 47529 47530 47530 47625

47742

#82:S: 353 iterrls

― ― ―  I ― ― ―

Nr.1

Nr.2

BEILAGE I
BEILAGE II

BEILAGE IⅡ
BEILAGE IV
Nr.3
BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILACE VⅡ
BEILAGE VⅡ I

BEILAGE IX
BEILAGE X
Nr.4

BEILAGE XI
Nr.5

Nr.6

BEILAGE XⅡ
BEILAGE XⅡ I

_einfuehlung*

00307 00403 00428 00439 00523 00804 00823 00923

01119 01911 02512

05502 06014 06028 06229 06417 06906 07025 07208 07208 07321

07412 07443

07821 07821 07843 07911 07915 07919 07921

08107 08119 08120 08230 08242 08243 08301 08317 08523 08621

08702 08708

08813 08816 08824 08836

09115 09124 09626 09627 09639 09728 09731 10003 10010 10111

10121 10232

10415 10419

10522 10525 10611 10614 10711 10719 10721 10829 10920 10937

11036

11204

12602 12617 12640 12718 12806
BEILAGE XIV         13113 13121 13126 13126 13134 13212 13213 13306 13306 13312

13314 13401 13416 13431 13501

13663

13803 14106

14115 14119

BEILAGE XV
Nr.7
BEILAGE XVI

-32-



BEILAGE XVⅡ
BEILAGE XVII1       14943
BEILAGE XIX        15337
BEILAGE XX         15523
BEILAGE XXI
BEILAGE XXI1        16007 16019
Nr.8                       16213 16322 16337

Nr.9                       16513 16514 16609 16702 16805 17104 17529 18227

BEILAGE XXⅡ1       18414 18415 18420
BEILAGE XXIV           18515 18517 18537 18609 18610 18614 18737 18808 18817 18836

18937 19001 19004 19034 19035 19035 19105
Nr.10                      19424 19828 20023

BEILAGE XXV        20618 20621
BEILAGE XXV1       20740 20815 21204
BEILAGE XXVH
BEILAGE XXVⅡ1      22321
BEILAGE XXIX
Nr。 11                      23414

BEILAGE XXX       23509
Nr.12

Nr.13                      24921 25419 25519 25836 25927 26006 26011 26017 26027 26514

26519 26524 26529 26602 27008
BEILAGE XXX1       27618 27621 27626 27708 27733 27803
BEILAGE XXXⅡ       28043 28107 28115
BEILAGE XXXⅢ       28123 28127 28129 28130 28342
BEILAGE XXXIV      28723 28731 28815 28827 28844
BEILAGE XXXV
BEILAGE XXXVI
BEILAGE XXXV1     29324 29415 29420 29426 29504 29523
BEILAGE XXXVⅡ I

BEILAGE XXXIX                                ・

BEILAGE XL         30012 30026
BEILAGE XLI
― ― ―  II ― ― ―

Nr.14                      30723 30733

Nr.15                      31230 31233 31323 31328 31332 31337 31338 31413 31417 31423

31423 31434 31515 31519 31520 31534 31713 31818 31829 31917

32232

Nr.16                      32402 33114 33118 33521 33604

BEILAGE XLI1        33627 33701 33725
BEILAGE XLII1        33835 33838 34011 34021
Nr.17                      34411 34507 34509 34526 34536 34714 35034 35212 35215 35521

35525 35526 35527 35529 35533
Nr.18                      35707 35814 36230 36232 36317 36431 36606

BEILAGE XLⅣ         37046 37103 37126 37136 37137 37139 37140
BEILAGE XLV
BEILAGE XLV1       37415 37609 37640 37702
Nr.19                      38518 38518 38521 38609 38722 38729 38730 38731 38802 38807
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38808 38828 38832 38916 38928 38929 38930 39016 39103 39110
-― ―  Ⅲ  ― ― ―

Nr.20

Nr.21

BEILAGE XLVⅡ
Nr.22                      41007 41008 41606

BEILAGE XLVⅢ       41732
BEILAGE IL          41947 42030
BEILAGE L          42519
Nr.23

Nr.24

BEILAGE LI
BEILAGE LⅡ
BEILAGE LШ         44240
BEILAGE LⅣ        44337
BEILAGE LV         44414 44428
Nr.25

BEILAGE LVI
BEILAGE LVⅡ
BEILAGE LVⅡ 1       45818 45930 46013
Nr.26

BEILAGE LIX        46823
BEILAGE ]しX              47013 47028 47032 47033 47034 47038 47106 47109 47114 47119

BEILAGE LX1        47136 47137
Nr.27                      47636

BEILAGE LXⅡ          47715 47719 47734 47806 47809
BEILAGE ]LX]1            47815 47820 47904 47906 47909 47924 47926 47928 47929 47934

47937 47938 47941 47946 48003 48038 48041 48045
BEILAGE LXIV       48210 48211
BEILAGE LXV       48333
BEILAGE EXⅥ         48423
Nr。 28                      48620 48629 48709 48712

Nr.29                      49409 49419 49504 49508

BEILAGE LXVⅡ       49632
BEILAGE LXⅧ
Nr.30                      50209

Nr。 31                      50302 50308 50407

Nr.32                      50509

BEILAGE LXIX       50824 50915
Nr.33

BEILAGE LXX
BEILAGE LXX1       51623
BEILAGE LXXⅡ       51830
Nr.34                      51912

Nr.35                      53318

Nr.36

BEILAGE LXXШ
BEILAGE LXXⅣ      54728
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BEILAGE LXXV
BEILAGE LXXVI
BEILAGE LXXVⅡ
BEILAGE LXXVⅢ
BEILAGE LXXIX
Nr.37                      56023 56025 56026

〈〈hu」 5t〉〉

#82:S: 285 items           einfuchlung*

― ― ―  I ― ― ―

Nr.l                       oo526 01107 01232 01234 01236 01832

Nr.2                       o2601 02608 02932 03024 03106 03107 03111 03118 03127 03205

03318 03324 03327

Nr.3                       04103 04213 04521 04714 04735

BEILAGE I                o5037 05137 05138

BEILAGE Ⅱ

Nr.4
Nr.5                       07432 07718

BEILAGE ⅡI

―――Ⅱ ―――

Nr.6

BEILAGE Ⅳ           o91o3 09424 09446 09542 09617
Nr.7                       10232 10631

Nr.8                       11128 11232 11401 11417 11532

BEILAGE V          l1614 11616 11626 11631
Nr.9
BEILAGE VI
Nr.10                      13411 13412 13532 13617 13727 13801

BEILAGE VⅡ
Nr.11                      15903 16606

BEILAGE VIⅡ          17108 17120
BEILAGE IX          17205 17212 17214 17215 17226 17310 17328

BEILAGE X          18201 18202 18205 18208 18221 18233 18417
-― ―  Ⅲ  ― ― ―

Nr.12

Nr.13

Nr.14

BEILAGE X1        21733
BEILAGE XⅡ          22339 22516
BEILAGE XIⅡ              23006 23404 23414 23440

BEILAGE XIV             23729 23829 23839 23901 23907 24013 24018 24112 24124

BEILAGE XV        24326 24418 24420 24422
Nr.15                      24502 24636 24833 24905 25115 25306 25408

Nr.16                      25904 26017 26534 26603

BEILAGE XV1        27120
BEILAGE XVⅡ
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Nr.17 29510 29510

BEILAGE XVIII
Nr.18
BEILAGE XIX
Nr. 19 33104 33119 33230 33233 33238 33304 $3r3 33320 33338 33524

Nr.20 33703 34220 34223 34234 34237 34303 34312 34325 34333
BEILAGE XX 35708 35713

BEILAGE XXI 35921 35923
Nr.21 362L2 36420 36528 36529

BEILAGE XXU
Nr.22
Nr.23 39836 39908 39911

BEILAGE XXIII
BEILAGE XXry
BEILAGE XXV
Nr.24 41623 41723 41723

Nr.25
Nr.26 42606 42633 42723 4ZTBI

Nr.27 428L1 43408 43428 43439 4g4g? 4943V 43621
BEILAGE XXVI 43816 4393s 44002

BEILAGE XXVII
Nr.28 44402 4440G 4S0LB

BEILAGE XXVM
BEILAGE XXIX 45632 45636

--- ry ---
Nr.29 46106 46t20 462L9 46ggz 46493 4693b 47rzs 4TLz6 Aztgz 4rlg4

47205 47228 47308 47338 47405
Nr.30 4BGIT  BGgs 48104 48706 Agrzs 4glr0 Algzs 4gLz6 Agsrl 4ggzr

49T16 50114 50122
BEILAGE XXX
BEILAGE XXXI 51232 51235 5r24L 5L332 51408
BEILAGE XXXI 51416 51418 5L420 51420 51428
BEILAGE XXXNI
BEILAGE XXXry
Nr.31 52705 52924 53001 53116 53118
BEILAGE XXXV 5577L
BEILAGE XXXVI 55741
BEILAGE XXXVI
BEILAGE XXXVIII
BEILAGE XXXIX 56209
BEILAGE XL 5ffi33
Nr.32
Nr.33 58016 58126 582t0 58622 E8TO7

BEILAGE XLI 58804 58819 58831 58832 58841 58905
BEILAGE XLtr
Nr.34 59413 59417 59630
BEILAGE XLm 59725 59807 59816 59829 59843
BEILAGE XLIV
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BEILAGE XLV            60420 60527 60531 60532 60607 60745 60806

BEILAGE XLⅥ
BEILAGE XLVⅡ
Nr.35 62311 62509 62531

BEILAGE XLVⅡ1      62823 63005
BEILAGE IL
Nr.36

BEILAGE L
BEILAGE LI
Nr.37

BEILAGE LⅡ         65716
BEILAGE LIⅡ          65916 65923 66002 66007 66012
BEILAGE LIV        66024 66026 66125
BEILAGE LV
BEILAGE LV1        66320 66423 66508
Nr.38

〈〈hud6t〉〉

66809

63325 63330 63333 63336 63337 63350 63518 63521 63522 63523

63524 63533 63535 63807 63925 63929 63933 63936

64109 64113 64135 64203 64212 64229 64307 64321 64407

64415 64510 64514

64802 64805 64807 65204 65438 65505 65509 65529 65535

―――ERGAENZENDE TEXTE―――

A.ABHANDLUNGEN
SYSTEMATISCHE,HUSSERLS

SYSTEMATISCHE,STEINS

#82:S:   l items       _elnfuchlung*

―――VORLESUNGEN― ――

EINLEITUNG
I.ABSCHNITT
l.KAPITEL
2.KAPITEL
II.ABSCHNITT
3.KAPITEL
4.KAPITEL

ⅡI.ABSCHNITT
5.KAPITEL
6.KAPITEL
7.KAPITEL
IVo ABSCHNITT
8.KAPITEL
9.KAPITEL
10.KAPITEL
Vo ABSCHNITT
ll.KAPITEL
12.KAPITEL
13.KAPITEL
14.KAPITEL
VI.ABSCHNITT
15.KAPITEL
16.KAPITEL
SCHLUSSBETRACHTUNG

B.BEILAGEN
BEILAGE I
BEILAGE II
BEILAGE IⅡ
BEILAGE IV
BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILAGE VII
BEILAGE VⅢ
BEILAGE IX
BEILAGE X
BEILAGE XI
BEILAGE XⅡ
BEILAGE XⅡ I
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7--2.  horizont*

〈くhu撃 lt〉〉

#159:S: 87 items        _horizont*

―――VORLESUNGEN―――

EINLEITUNG              oo608 00624 00631 00635 00731 01215 01216 01519 01525 01529

02026 02202 02209 02223
1.ABSCHNITT
l.KAPITEL        o3008 03107
2.KAPITEL        o3718
3.KAPITEL         o3935 05121
4.KAPITEL         o6319 06327

2.ABSCHNITT
l. KAPITEL             o6726 07006 07037 07328 07507 07511 07809

2.KAPITEL         o8012 09517 09518 09934
3.KAPITEL        lo730 11403

3.ABSCHNITT
l.KAPITEL         l1936 12636 12701
2.KAPITEL        15419
3.KAPITEL        17805
4.KAPITEL        18512 19115

4.ABSCHNITT
l.KAPITEL        19223 19829
2.KAPITEL        20933
3.KAPITEL        21109 21407

SCHLUSSBETRACHTUNG
―――ERGAENZENDE TEXTE―――

A.ERSTE FASSUNG    23926 24619 26427 28114 28836 28904

B.ABHANDLUNGEN
WAHRNEHMUNG.…  30115
BEWUSSTSEIN.…
STATISCHE.…      33715 3380634508

C.BEILAGEN
BEILAGE I
BEILAGE Ⅱ

BEILAGE IⅡ         35502 35503
BEILAGE IV
BEILAGE V         36121 36127 36135
BEILAGE VI
BEILAGE VⅡ
BEILAGE VⅡ1       37627 37838 37930
BEILAGE IX
BEILAGE X
BEILAGE XI
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BEILAGE XⅡ
BEILAGE Ш

BEILAGE皿
BEILAGE XV
BEILAGE XⅥ
BEILAGE XVⅡ
BEILAGE XⅧ
BEILAGE XⅨ
BEILAGE XX
BEILAGE X測
BEILAGE XXⅡ
BEILAGE X皿
BEILAGE XXIV
BELAGE XXV
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVⅡ
BEILAGE XXⅧ

くくh岬 3t〉〉

#159:S:  35 items

Nr.1

BEILAGE I
BEILAGE Ⅱ

BEILAGE Ⅲ

BELAGE Ⅳ

BEILAGE V
BELAGE Ⅵ
BELAGE VⅡ
Nr.2
BEILAGE Ⅷ
BEILAGE Ⅸ

BELAGE X
Nr.3
BEILAGE Ⅲ

BEILAGE XⅡ
Nr.4
BEILAGE細
BELAGE XIV
BELAGE XV
BEILAGE XⅥ
N■ 5

BEILACE XVⅡ
BELAGE XⅧ
BEILAGE XIX
BEILAGE XX
Nr.6
BEILAGE X測

38834 38842

40328 40333 40337 40419

40907

41844 41911

42320 42335 42336 42337 42338 42416 42419

42426

42610 42704

42809 42812

43004 43005

horizont*

04830 04836 04903 05109 05111

05832
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BEILAGE XXⅡ
BEILAGE XXⅢ
BEILAGE XXⅣ
BEILAGE XXV
BEILAGE XXVI
BEILAGE XXVⅡ
BEILAGE XXVIⅡ
BEILAGE XXIX
BEILAGE XXX
Nr.7
BEILAGE XXXI
BEILAGE XXXⅡ
BEILAGE XXXⅡ I

BEILAGE XXXIV
BEILAGE XXXV
Nr.8
BEILAGE XXXVI
Nr.9
BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE XXXVⅡ I

BEILAGE XXXIX
Nr。 10

BEILAGE XL
BEILAGE XLI
Nr.11

Nr.12

BEILAGE XLⅡ
Nr.13

BEILAGE XLⅡ I

BEILAGE XLⅣ
BEILAGE LV
BEILAGE XLVI
Nr.14

BEILAGE XLVⅡ
BEILAGE XLVIⅡ
Nr.15

BEILAGE XHX
BEILAGE L
Nr。 16

BEILAGE LI
BEILAGE LⅡ
BEILAGE LШ
BEILAGE LIV
BEILAGE LV
BEILAGE LVI
BEILAGE LVⅡ
BEILAGE LVⅡ I

BEILAGE LIX

20617 20729

21312 21332 21335 21346

22547

28425 28426 28429

30706

32122 32123

35533 35533 35533

37110

41814 41831 41932

45325 45327 46132

28433 28510

42210 42519

47811 47830
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〈〈hud4t〉〉

#159:S: 136 items           _hOHzont*

― ― ―  I ― ― ―

Nr.1
Nr.2                       o1417 01617

BEILAGE I          o3430 03621
BEILAGE Ⅱ

BEILAGE Ⅲ

BEILAGE IV
Nr.3                       o5621 05922 07001 07003

BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILACE VⅡ
BEILAGE VⅢ         o8442
BEILAGE IX
BEILAGE X
Nr.4                       o9212 09304

BEILAGE Xl          lo329 10331 10415
Nr.5
Nr.6                       11437 11439 11502 11507 11511 11513 11517 11527 11601 11708

11717 11906 11908

BEILAGE XⅡ          12023
BEILAGE XⅡ 1        12111 12126 12226 12412 12526 12826
BEILAGE XIV
BEILAGE XV
Nr.7
BEILAGE XVI
BEILAGE XVⅡ
BEILACE XVⅡl           14338 14338 14713 14937 15001 15002 15005 15006 15008 15009

15010 15017 15020 15021 15022 15024 15026 15043 15044 15106

15107

BEILAGE XIX        15405 15419
BEILAGE XX         15813
BEILAGE XXI
BEILAGE XXⅡ
Nr.8                       16236

Nr.9
BEILAGE XXШ
BEILAGE XXⅣ
Nr.10                      19608 19709

BEILAGE XXV
BEILAGE XXV1       21207 21408 21415 21523 21614 21617
BEILAGE XXVⅡ       21845 21847 22028
BEILAGE XXVⅢ       22302 22302 22303
BEILAGE XXIX
Nr。 11
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BEILAGE XXX
Nr.12

Nr.13

BEILAGE XXXI
BEILAGE XXXⅡ
BEILAGE XXXШ
BEILAGE XXXⅣ
BEILAGE XXXV
BEILAGE XXXⅥ
BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE XXXVⅢ
BEILAGE XXXIX
BEILAGE XL
BEILAGE XLI
―――Ⅱ ―――

Nr.14

Nr。 15

Nr。 16

BEILAGE XLⅡ
BEILAGE XLⅢ
Nr.17

Nr.18

BEILAGE XLⅣ
BEILAGE XLV
BEILAGE XLVI
Nr。 19

-― ―  Ⅲ  ― ― ―

Nr.20

Nr.21

BEILAGE XLVⅡ
Nr.22

BEILAGE XLVⅢ
BEILAGE IL

BEILAGE L
Nr。 23

Nr.24

BEILAGE LI
BEILAGE LⅡ
BEILAGE LⅢ
BEILAGE LIV
BEILAGE LV
Nr。 25

BEILAGE LVI
BEILAGE LVⅡ
BEILAGE LVⅡ I

Nr.26

BEILAGE LIX

24615 25924

28803

28923

31219 31317 31606

33320 33326 33339

35020 35424 35513

35833 35835 35926

38916 39113

31921 32137 32139

35933

41816

41826 41936 41936 42007 42013 42039 42109 42116 42124 42130

42207 42212 42215

43439

43632

46940
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BEILAGE LX
BEILAGE LXI
Nr.27

BEILAGE LXⅡ
BEILAGE LXIII
BEILAGE LXIV
BEILAGE LXV
BEILAGE LXⅥ
Nr.28

Nr.29

BEILAGE LXVⅡ
BEILAGE LXVⅢ
Nr.30

Nr.31

Nr.32

BEILAGE LXIX
Nr.33

BEILAGE LXX
BEILAGE LXXl
BELAGE LXXII
Nr.34

Nr。 35

Nr.36

BEILAGE LXXⅢ
BEILAGE LX皿
BEILAGE LXXV
BEILAGE LXXVI
BEILAGE LXXVⅡ
BEILAGE LXXVⅢ
BEILAGE LXXIX
Nr。 37

く〈hu」5t〉〉

#159:S: 417 items

― ― ―  I ― ― ―

Nr.1

Nr.2
Nr.3

BEILAGE I
BEILAGE Ⅱ

Nr.4

Nr.5
BEILAGE Ⅲ

― ― ―  Ⅱ  ― ― ―

Nr.6

47035

47404 47409

49309

49703 49723 49725

49823 49925 49927 50018 50114 50131 50214

51128

53515 53912 53915 53935 53936 54015

56107 56109 56111

hoHzont*

00927 01303 01310 01833 02001 02107

02417 02425 02429 02534 02635 03330 03519

04010 04010 04507 04537 04539 04601 04609 04617 04721 04904

04915

05522 05718 05903 05916 05919 06009 06026 06028 06134 06319

06722

07605

08514 08810 09002 09007 09008 09009 09015
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BEILAGE rV 09433 09435 09512 09525 09712 09715
Nr.7 09923 10130 10215 10223 10426
Nr.8
BEILAGE V
Nr.9 Lrltg Lzrzr rztzz rzzll Lzzos LzzzS rzgzl rzgz6 tz4t4 tz4z6

12815 13003

BEILAGE VI 
'3202 

L32II
Nr.10 1361b 1gZZ0 LZIZT L40Zt
BEILAGE VII L$tA t44r4 t4507 14719
Nr.ll 15737 16205 16928 12008
BEILAGE VM
BEILAGE IX
BEILAGE x 12G09 tz6tl rr6zt 11624 rz63z 12801 18230 18306 18349
--- m ---
Nr.12
Nr.13 t92LZ tgLLz t9ZZ6 rgg}B rg4ZZ tgs}T
Nr.14 19612 19801 20010 20011 20014 20027 20030 20034 z0L0z 20L02

20108 20111 203L9 20327 20338 2042t 20637 20638 20639 20702
20805 20807 209t5 20923 2L009 21034 2rL04 2L234 21309 2L3r4
2t4t0

BEILAGE XI 2L434 2I6L4 2L620 2L708 2L805
BEILAGE XII 21832 2r9L5 21940 2213t 22202 225L9
BEILAGE xItr zzzyL zz84z z2gr4 zzgLs zzgSL zzg3l zlztg zszzz zSzsl zrz4z

23313 n4A8 nffiT
BEILAGE XIV wrc n$6 24L04 24t05
BEILAGE XV
Nr.15 25208 ZIZL} 25330 25611
Nr.16 ?sglr Z62SL Z6Zt9 26304
BEILAGE XVI 2662I
BEILAGE XVN
Nr.17 282t9 Zg40B ZBgg0 Zg40S Zg40S
BEILAGE XVm 30241 30503 30503
Nr.18 gZSz4 32702 gZTLt g2?26

BEILAGE XIX
Nr.19
Nr.20 34309 34410 34416 34b0b 84808 34b08 34201
BEILAGE XX 35110 35137 35226 359L0
BEILAGE XXI 35809
Nr.21 96602
BEILAGE XXn 37201 37338 37731 37732
Nr.22 3TBz9 gz1g0 BZ9g8 38182 98202 38209 }BZZ4 J9604
Nr.23 38810 38822 88824 38892 98894 38903 38902 389u g*gz4 38926

38936 39009 39013 39014 39016 39017 3902t 3902? 392L8 3942s
39431 39512 39516 39533 39535 39714 39726 39822 40L32 40L33
40L37 40230

BEILAGE XXM 40609
BEILAGE XXIV 40813 40828 40gzg 408s4 4r0zt AtLtJ ALzLr 4Lztg
BEILAGE XXV 41515
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Nr.24                      41630 41702 41705 41705 41822 41825 41903

Nr.25                      42212

Nr.26

Nr.27                      42808 42910 42914 42924 42926 42935 42938 43004 43013 43013

43016 43019 43025 43030 43031 43039 43107 43123 43403 43714
BEILAGE XXV1           43814 43823 43827 43842 43938 43940 43940 44009

BEILAGE XXVⅡ       44142 44146 44201 44215 44336
Nr.28

BEILAGE XXVⅡ1      45517
BEILAGE XXIX
― ― ―  IV ― ― ―

Nr.29                      46603 46607 46612 46618 46620 46621 46627 46629 46725 46726

46727 46826 46926 47013 47529 47928
Nr.30                      48402 48405 48409 48634 48721 49002 49109 49308 49402 49404

49421 49720 49721 49934 49934 50007 50026 50105 50507
BEILAGE XXX
BEILAGE XXX1       51031 51114
BEILAGE XXXⅡ
BEILAGE XXXΠ1      51924
BEILAGE XXXIV      52415
Nr.31                      52814 53119 54010 54401 54624 54913

BEILAGE XXXV
BEILAGE XXXV1      55739
BEILAGE XXXVⅡ
BEILAGE XXXVⅡ I

BEILAGE XXXIX
BEILAGE 】【L              56325 56326 56327 56327 56401 56432 56433 56436 56438 56441

56501 56502 56502 56504 56523 56537
Nr.32                      57419 57420 57421 57616 57625 57626 57627

Nr.33

BEILAGE XL1        58907 59007
BEILAGE XLI1        59019 59026
Nr。 34                      59605

BEILAGE XLII1       59932 59941 60031
BEILAGE XLIV       60229 60304 60310 60325
BEILAGE XLV        60424 60714 60743 60744
BEILAGE XLVI
BEILAGE XLVⅡ
Nr.35                      61323 61425 61608 61611 61612 61910 61911 62011 62028 62107

62339 62403

BEILACE XLVII1          62826 62839 62841 62846 62903 62928 62934 63041 63043 63044

63101 63104 63105 63108 63111 63115 63132
BEILAGE IL          63214 63218
Nr.36                      63638 63813 63824 64026

BEILAGE L          64119
BEILAGE L1          64722 64723
Nr.37

BEILAGE LⅡ
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BEILAGE LⅢ
BELAGE LIV
BEILAGE LV
BEILAGE LⅥ
Nr.38

〈〈hud6t〉〉

#159:S:  50 items

66713 66714 66715 66831 66831 66839 66938 67002 67019 67020

horizont*

―――VORLESUNGEN―――

EINLEITUNG
I.ABSCHNITT

l_KAPITEL

2.KAPITEL
Ⅱ.ABSCHNITT
3.KAPITEL
4.KAPITEL

Ⅲ.ABSCHNITr
5.KAPITEL
6.KAPITEL
7.KAPITEL

Ⅳ _ABSCHNITT
8.KAPITEL
9.KAPITEL
10.KAPITEL

V.ABSCHNITT
ll.KAPITEL
12.KAPITEL
13.KAPITEL
14.KAPITEL

VL ABSCHNITT
15.KAPITEL
16. KAPITEL
SCHLUSSBETRACHTUNG

― ― ―  ERGAENZENDE TEXTE ― ― ―

A_ABIIANDLUNGEN
SYSTEMATISCHE,HUSSERLS

30315 30320 30405 30408 30523 30526 30627 30629 30630 30632

30635 30711 30712 30713 30729 30730 30731 30735 30736 30737

30803 30821 30823 30834 31619 31629 31729 31808 31820 31821

31822 31824 31826 31828 31830 31833
SYSTEMATISCHE,STEINS

32820 32828 32830 32919 32923 32928 32930
B.BELAGEN
BEILAGE I
BEILAGE Ⅱ

BEILAGE Ⅲ

BEILAGE Ⅳ
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BEILAGE V
BEILAGE VI
BEILAGE VII
BEILAGE VⅡ I

BEILAGE IX
BELAGE X
BEILAGE XI
BEILAGE XⅡ
BEILAGE XⅢ

35916 35919 35938

36732 36735 36808 86816

お わ り に

小論は、フッサール・ データベースの簡単な紹介を意図したものであり、し

たがって、そもそもこのようなデータベースがどのように役に立つのかについ

ても。)、 また、上のようなサンプル語の検索結果から何が言えるか、についても

詳論する場ではない。例えば、そこでサンプルとした「自己移入=感情移入

(Einfmung)」 C2pと ぃぅ語について見れば、上の検索結果のように、“ェinfueh‐

lung*"(前述のようにこれは、例えば、“einfuehlungslnaessig"な ども含む)

は 13巻 に 305箇所、14巻 に353箇所、15巻 に285箇所(0と 、出現回数だけ見れ

ば激変するわけでも、時期的な偏 りがあるわけでもなく
“

)、 その使用法について

はこれら個々のケースについて検討されねばならないだろう。また、筆者がフッ

サール現象学の重要概念 と考える「地平 (Horizont)」 というタームも、11、

13-15、 16の各巻にわたって、それぞれ 87回、35回、136回、417回、50回 と

まんべんなく出現することが分かるが、それぞれの脈絡については更に検討す

る必要があろう。さしあたり、これまでに筆者の目についた限りでは、フッサー

ルがかつて使っていたタームが或る時期から突然使われなくなくとか、或る時

期から急に頻繁に出現するようになるといったセンセーショナルなサンプル

を、とりわけ重要なタームについて発見するということは、残念ながら、起こっ

ていない。)。 フッサール・データベースの示すデータがどういう意味を持ってい

るか、についての研究はまだ端に就いたばかりと言わねばならない。

フッサール・ データベースは、それだけでは、数字の並んだ無味乾燥なデー

タに過ぎない。そこに何を読み取るか、そこから何を引き出すことができるか、

それはすべて利用者の読解力と想像力にかかっている。それは、あくまで本来

の「哲学」的な作業の前段階において役立ちうるデータに過ぎない。誰もが、

或る哲学者のテキストの読解を行うとき、何らかのかたちで漠然とやっていた
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り、ノー トやカードを使って手作業でやっていたり、何かを論ずる前に裏付け

をとっておくためにやっている作業を機械化したものに過ぎない。誰もが、誰

かがやっていてくれればいい、誰かがやったものがあったら利用したい、と思

いながらも、自分でそんな作業に時間と労力をかける気にはなれない、自分は

もっと「高度」な作業をやりたいので、こんな「単純」作業は誰かに任せてお

きたい、と考えているようなものである。現に、筆者自身がついこの前までは

そう思っていた。しかし、いまこうして首をつっこんでみると、これも悪 くな

いか、好き勝手なことを書いた論文など十年もしたら誰も省みなくなってしま

うが、こういう仕事は後々誰もが利用できる、誰もがその上に立って作業をす

ることができるものとなる、それもいい仕事だと思うようになった。

筆者自身、先日、10数年来の仕事を拙著『フッサール間主観性の現象学』(創

文社、1995年 2月 )と してまとめる機会をもった。本当なら、このフッサール・

データベースの仕事を先に済ませ、そのデータを利用して拙著を完成させた

かったが、そうしているとまとめられなくなる危惧もあり、断念をざるを得な

かった。こうしてフッサール・ データベースが出来上がってみると、これを利

用して、拙著の全体に手を入れたいという気持ちはやまやまであるが、それは

おそらく、根本的に書き改めることになり、結局は、まったく新しい作品とし

て実を結ぶことになろう。拙著を踏み越えていく道がこのフッサール・ データ
ベースのなかに隠されていることは確かである。それを歩むのが筆者自身であ

るか、ほかの誰かであるかはともかくとして。

江

(1)役に立てられている例として、例えば、加藤尚武『へニゲル「法」哲学』 (青土社、1993

年)の註を参照。

(2)フ ッサールの他者論はしばしば結局のところ「感情移入(Ei― ung)」 諭だと片づけら
れるが、『デカルト的省察』でこの語を使用するのは5箇所であり、しかも次のように、
引用符付きなどで距離を置いた使い方をしている。すなわち、シュトレーカー編集の
PhB版で、94頁 (フ ッサリアーナ版ではtS.124。 以下同様)では「他者経験、いわゆ
る『感情移入』の超越論的理論」、106頁では「『感情移入』すなわち他者経験の志向的
能作」、122頁 (S.149)では「『高次の心的領域』の特定の内容の『感情移入』」、138頁 (S.

162)では「一種の他者経験、すなわち、異文化の人間と異文化への一種の『感情移入』」、
150頁 (S.173)では「感情移入の問題は、構成的現象学によって初めてその真の意味と

解決の真の方法を得たのである」となっている。これらの用例は、先のような主張に対
して再考を迫るものとなろう。
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(3)主題として他者経験の問題に直接関係のない11巻には8箇肪、16巻には1個所である
ことも、前掲の通りである。

(4)引用符付きで使用されている固助を調べてみたところ、13巻 に24箇所、14巻に10箇

所、15巻に18箇所あったが、いずれも全体の用例の一割にも満たない。リップス批判
はすでに13巻の初めのところで行われ、同巻の後半では「感情移入とは間違った言い

方である」(S.335)と 「『感情移入』という概念の批判」(S.331)が行われているにもか

かわらず、それによってこの語の用法に大きな変化が現れてはいない。

(5)少しマニアックなサンプルを出せば、「固有性領野」を形容する「原初的」(し ばしば「第
1次的」とも訳される)と いう語に対してフッサールは、“p五mordinal"と “p五mordial"

という二つの語形を使っている。I.ケ ルンは、「1920年代半ばにこの語が登場して以

来、1929年の秋まで彼 〔フッサール〕は一貫してラテン語の形 “pHmOrdinal"を 使っ

ていたが、1930年の春から『危機』書まではいつもフランス語の形“p五mOrdial"を 使っ
ていた、ただし、編者の知っている唯一の例外が、No.12と して収録されている、おそ

らく1931年以前に書かれたのではないテキストである」 (“Einleitung des Heraus‐

gebers"in Hua.Bdo XV,So XVIII)と 述べている。わたしたちの検索結果によれば、
“p亘mordial"が 13巻、14巻、15巻 にそれぞれ 3、 0、 550箇助、“primordinal"は

同様にそれぞれ 0、 8、 67箇所で (出現箇所については、フッサール・データベースを

参照されたい)、 ケルンの報告は大筋ではわたしたちのデータベースによって確認さ

れ、ケルンの言う例外が同テキスト中に2箇所あることも確認されたが、それととも
に、ケルンの見落としていたもう一つの例外も発見された。それが13巻の 3固助に見
られる “primordial"の 用例で、それは1916年か1917年 に執筆されたと推測される
Beilage.XLVである。この二つの用語についてシュトレーカーは、次のように述べて
いる。「〔『デカルト的省察』の〕フッサリアーナ版では、“pHmordinal"と “p五mordial"

が混在して使われている。MⅡ 5お よびCと いうタィプ草稿では一貫して “pHmor―

dinal"が見られるが、Cにはまた多くの手書きで“p亘mordial"へ の訂正も見られ、こ

ちらの方が語源的には正しい結合法である。ここ 〔PhB版〕ではすべて “p五mordial"

にしてある。両者の意味の違いはない」 (“EditO五scher Bericht",S.XXXIIIf.)。 他
にも“p亘mordinal"は単なる誤記と考える研究者は多いが、二つの用語を使い分けて
いるということを主張しようとする人がいるとも聞いている。いずれの主張のために

も、これらの用例をチェックする必要があることは確かであり、そういう関心をもつ人
にもこのフッサール・ データベースが役立つことを願っている。
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